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序

この中K告牲は、伊波～茄手納麻水竹付設工事に際し、県

企染局と協議の結染、久艮波具板の記録保存を 目的として、

平成2年炭に発掘訓究した記録であります。

発1加~/J究の結染、現在の県迫 6J1J・ 線の1打1J!lj車線下から、

まず戦前のIn道や近1化に相当する陶磁船類が検出され、さ

らにその下から、沖縄貝塚時代後期に所栖する幾形、鉢形、

並形の土僻類、加工具としての石僻類、生産迫具や装身具

になった貝製品、家帝とみられる大の骨、当時の人々が食

した貝殻や獣骨粕など概ね、二つの時代の研究に；兵する泄

物が多数/Pitしました。

これら多くの沢料類を平成 3年炭に整理し、今同まとめ

ることができました。本恨告杏を通して狸蔵文化財に対し

て、 —·/心 のこ~ll肝とご協力をいただければ幸いです。 なお、

池跡の保Nと糊査に対してご協力をいただいた恩納村教育

委只会、山Ill区公民館、仲泊区公民館、地元の方々をはじ

め、 Jt,1形樹）J行の理化学的分析をしていただきました森巌先

生、限魚骨の1,,-J定をしていただきました金子浩呂先生等の

関係各位の御援助と御配感により、木密を発刊することが

でさましたことを心から感訓印し上げます。

1992年3月

沖縄県教育委艮会

教脊貶津留健



例 言

本報告は、平成2年炭 (1990年炭）に沖縄県教育1了文化課が沖縄県企梁局からの委，，t粂務と

して、 (J''iJJi~茄手納邪水符付設工1.JT.にかかる恩納村所在の久艮i皮貝塚の緊急狐J:究をまとめたも

のである。

本l'rに掲載した (1/2500、 1 /25000) の地形1:~1 は、同上地逃院発行の成染を複製したも

のである。

辿物の実測l公1は、その規膜や独頻によって整埋縮小し、各図版にスケールを付した。なお泄

物の1必1版については不定縮尺にな っている。

石器の石質は、沖縄県教育センクーの大城逸郎氏にluJ定依頻し、その成呆を収録した。

固形樹脂は、琉球大学教授、森巌氏に迎化学的分析依頼し、玉稿をたまわったものである。

獣焦件の同涎は早稲!Fl大学購師、金子浩呂氏のご指邪により1径理分類した。また、 そのI成呆

に基づき執鉦依頻をし、王稿をたまわった。

調究報告術掲載の辿物の写真は、 矢沢秀雄氏の撤彩によるものである。

本害の編集はヒ/J孔 竹争が当たった。

出土した沢料および尖測l::<Iなどの記緑類は、全て沖縄県教育委只会文化諌で保竹している。
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第I章調査に至る経緯

第 1節 調査に至る経綽

欄壺の発端は、県企梁/uJから久艮波具塚防j辺のIJIJ発にかかる当只塚の範皿1について、文化財
当）a)へ！！札会があったことに始まる。県企菜局は、 （）吼i皮～茄手納if;c水符付設m梁で、平成 2年炭
に％骸辿跡地域の埋股符工事の滸手にあにり、その路線上の周知の久艮汝具塚のIUlわりがi.i這i;
されたためである。阜述、その取扱いについて協識かなされた。久艮波具塚は、県追6号線を
はさんで両側地域に存在しているが、工事予定の視品逍下については過去の迫路工事で破壊さ
れたことも考Ji.tlされたため、それが依存しているかどうか不明であった。企菜局としては屎道
の両側にも貝塚が分布していることから、さらに海中布設案についても、これまでの接祓笠と
の1島係から設計変更が困難であるとの理山から、曖昧部分を残した当迫路下の埋設がヤとも認ま
しいと判断されるにいたった。 したがって、引前に試掘調査を尖施することであらためて協議
することにな った。その結栄、第21川に示す地区において辿物を含む貝塚f,;,1の辿存が確認され、
これに基づき、記録保存を目的として、企菜局と発掘閣査事業の経代、期間について襴整がな
され、委ロI:)『粟として県文化諌が緊、も発掘梱l査を尖加することになった。発掘襴査は.,,.成 2年
炭にお こない、脊料整挫と発枷！調査恨告むの刊行粟務は;I勺成 3年炭に尖施することにな った。

第 2節調査体制

調査主休 沖縄県教脊庁 文化課
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第 Il常辿跡の環境と現状

久艮波只塚は、沖縄木島中部の西海；やに而する恩納村に所在する（第 1l'l-1)。 iu)村は、市

北軸が約22km、東jlti1i'l11が約2.0kmと細投く、その地理的位骰から、 nil合によって時に北部1心1ま

た中部1住lにとその所城がかわるほど簸い口治体になっている。同村の両海洋は、海側から11、JI冷

へ直ぐに111-17;-になる地形斑境を址した所が多く、人間活動の楊が必然的に、 i枷岸側の入江や砂

丘上を舞台（泣謳にしている。当且塚のある字久艮波は、行政区内では村内の市の端に位し、

隣の読谷村に近い所にある。逍跡の立地は、例にもれず西海岸多く発述した入江の海抜2-3 n, 
の砂丘上にあり、戦前までは久艮波集落が存在していたと ころである。抒後の山菰までは、約

100111ときわめて狭い地域になり、居住空間が制限された他界になっている。当該地の水源は、

小川が二か所、砂丘地を皿む両側の山縁にあり 、両側をイリガー、康のそれをアガリガーと称

していふ当該地は現在、追跡の上を横断するように県迫6サ線がはしり、その浜側には近代

的なドライ プインやホテルが姓ちならぴ、 IA集落のI而彩は令くとどめていない。

第2図 久良波貝塚調査トレンチ位置図
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当逍跡は、沖縄貝塚時代後期と近批（こ油まれた逍跡であるが、近隣にも辿跡が多くみられる，＇

東側の洵犀沿約800111に仲泊迫跡追跡群がある。該迫跡は似合辿跡で沖縄具塚時代前期、 ljl期、

後期の泄跡が存在する。また当久艮波貝易:の背後にあたる．斤陵I・.には、渡差丸の居城として(/"；

山田 グスクが存在し、伝承によると、当久艮波海岸は当時の貿品港として幽やいだとこ ろだと

する。文献の 「おもろさうし』に位場する久艮波集落は、 山川 グスク下に位位する 111川梨落の

一つ して存在している。該集落には、当時の首止城から同砒へつなぐ1酋道が迎っていたn その

侶辿は山 Ill グスク下の丘陵から）心根沿に北に進み、そして久J込波の涌岸ヘー• 口．おりてい る。こ

の道はさらにLli手側の1座路につないで仲泊へといたっていた。

ところで戦前の久艮波集落は、中南部へ向かう 山迫と名砥同頭方面に向かう浜迫O))転換点と

なる海岸部にあったので、県道 (IA)が開通する明治末期ま では舟や馬による旅行巡送に携わ

る者がいて、宿泊所もあった。つまり、久艮波集落はおもにj/rf道の休憩地的な性格をおぴてい

たようであり、民間伝承でも面場IIIJとしても繁栄していた様子がうかがえる。

生菜は戦前、戦後を通じて農業が中心である。 専菜）1'~ 家は 7 戸で、兼菜J1!~家が多く、軍作梁

や土建菜から現金収入を得る拗合が多かったという。主な/!赳作業は甘附であった。

戦後は、ここ数十年前まで、木辿跡の北側海岸地に、レストラ ン、海水浴、温泉をn玉にし

たホテル等の施設がありにぎわっていたが、しかしこれも、丘陵上に国追58サ線が新たに付設

されて以降、人の流れが変り北部への単なる通過、点となってしばらく 下火になっていた。しか

し、近年、翡級ドライプインや大問のホテルに立て牲えられ、また周辺も植栽條呆がなされ漉

級観光地に一新している。

なお、現在地には集落はなく、この地より、西方へ400m先にいった丘O)上に現在のク＼艮波

集落が）艮IJりしている。戦前までは、当貝塚地域の洵岸地幣に存在していたもので、米郎の接収

により 税在地へ集落移勁を余僅無く された結染であった。
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第w章調査の内容

第 1節思 ）手

本貝塚で確認された体秘）迅は 5枚であった。その内で、文化）位は上位に位泄する第lIJ位の一•
枚だけであった。 第3図

第 II図

現代の県道路敷分にあたる屈である。最上部に約10cmのアスファルトが敷かれ、その下部に

コラール／必の客土からなる。同庖は東方のEトレンチ側で約15cmをはかるが、漸次西方へ向い

深くなるように厚さが培し、 Aトレンチ側で約60cmを計測する。基本的にエ忠によって外部か

らもたらされ無辿物屈である。

第rr培

辿物包含I位であると同時に、その上部は旧逍の向ll装而にもなっている。直上は、コーラ）レ敷

きになり、近泄の破壊もうけている。包含）心は、先に述べたコーラル培と同様に、束から両へ

深くなるように序く）邑厚を埒して、束側で最小4-0cm、西側で故大60cmを計る。当骸／凶は約100111

と長いトレンチ間で）呂の状況が異なるため、その相巡部分のトレンチを基準に状況を記述する。

A、B、Cトレンチは上位の20-25cmが細かい干枚岩礫、玉ジャ リ、 石灰岩礫などが況入し

た灰色ー黒味のある茶褐色を帯ぴた砂｝邑で、細い土交じりでもあるため、発掘時にはつるはし

を使用する程の堅さに締められていた。その）ばはE、Fl、レンチでは破壊され明確に検出でき

なかった。当骸庖は旧県道の路而として使用されていたものとみられる。下位は暗褐色ないし

赤褐色、灰褐色、茶褐色とさまざまな色調の砂がしま状にみられる。この）r:iの上下が混在した

のがE、Fトレンチである。

第mi凶
第IIJ召下の堆積屈である。黄色の砂）名で猥辿物屈になる。）邑厚は約100cmをはかり、砂質は

細 く、乾媒が早くサラサラになる。当骸）•;!i の上而は来から西へ傾斜している。これは両の河川

に向かって地而が傾斜していたことによるものとみられる。

第w陪

同屈は非文化屈であるが、重祉のある大形石器が出土している。出土品はいずれも第II庖に

属するものが、 III/呂をつきやぶるように当該屈にたっした ものとみられる。砂｝屈の色調は灰～

茶褐色で、枝珊瑚礫、円礫などの比較的粗い砂質になっている。 J,:j}2,Zは約80c1nをなしている。

第V培

基盤屈であり灰白色の砂礫／芭になっている。第lV培に比べると 砂が細く、水分も含でいる。
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第2節辿梢

迫構と判断できたのは、 第3図の旧道のみで、先史時代に）｛応するものの発見はなかった。 旧

迫は、現在の県迫 6号線とほぽ重なるように位位している。レベル的には、硯乱追の基礎材に

あたるコーラル土）位の直下にある。形態としては、 路而および路訂石積からなる。路而や路面

中から大戦前の集落で1史用 されたとみられる近世時期の生活雑拙類がえられ、特に束側トレン

チ地域で多く得られた。 JJIJき取り によると、 調究地区の束側に集落が近年まで存在していたと

あり、その状況と一致している。襴査区は、 トレンチ幅が 3mと狭く 制約され、 一朕に旧道の

幅貝全体を検出することは不可能であったが、 調査 トレ ンチが長く湾曲していたため幸に、 道

を構成する縁石をA、B両トレ ンチで別々に確腔すること ができ 、図而上で推定後元をするこ

とが可能になった。それからすると、おおよそ Smの道幅をみることができる。推定線からす

ると、厳密には現在の県道6号線の南側車線下に位骰するように走っているようである。

梢造は、追の両側の路同部分に珊瑚石灰岩を数段程梢み上げ、路而部には枝珊瑚礫や千枚岩

の礫を枇ぜ、約20cm程に敷きつめ、その上から突き固めてたものである。 横断而からみると路

而中央部分が麻く盛 り上がる形態をしている。 路fi1は、石稽みによって縁取られ、検出された

時,.•~での石の段数は 2個であった。また、その控えにあたる背而側にも珊瑚礫の栗石がいれら

れていた。石和みの石材は、 珊瑚塊。切石の大きさ は、第 4図1が縦22cm、横36cm、控え36cm、

直祉1800g 2が縦25cm、横35cm、控え40cm、狼趾2300りになっている。税み石そのものには、

当時の整形加工痕 として、全而に幅3.5cmのノミ 跡が筏う様に残されている。今回の調査で、

砂丘地における道路の仕様と、その旧道の規模、構造を具体的に知る手掛かりが得られた。
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第 4図 旧道の路肩縁石
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第3節遣物

出土逍物は巨視的に先史時代のrt料と、近•他の資料からなる。前者の森料は土器、石謡、貝

製品などがあり、後者は粕滋、染付、黒褐釉陶悩、無釉llfuJ悩、近代磁喘、赤瓦などからなる。

また他にn然迫物の具殻や獣魚骨類、樹脂類などが栂られている。人工品の相対的ILi土址の比

率は、先出時代の辿物の土僻が70%、石僻と貝製品が合わせて 6%、近枇査料類が残る24%と

先史時代の資料が主体になっている。出J:地点で出土傾向が変 り、先史時代の査料が、西側の

Aトレ ンチ側に集中し、近他の資料は逆に東側に多く出土する煩向がみられた。｝心位的にはい

ずれも第JI},:f,; から得られ、後世の撹乱を受けているか所が多い。出土址では第 II必0-30cn( 

第 1表 出土遺物一覧表

い辺

土 石 貝 ,liIJ < 染 黒 施 そ＾ 近 畜 赤
自獣^ 瓢褐 釉 陶 代

製 釉
陶

の
磁

セ 然魚． 

遺殻陶
他慇 ル巴 鰻

器 器 品 磁 付 器 器 器 瓦 物 物ツ

0 ~10 373 22 14 1 39 1 190 1 20 43 28 279 

10~20 1107 11 26 1 16 1 146 3 23 22 37 585 

ll 20~30 223 4 42 13 104 4 6 2 18 35 1004 

30~40 304 7 15 2 7 1 3 30 542 

40~50 135 3 8 2 4 1 2 11 '179 

50~60 52 11 2 11 3 122 

w, 60~70 4 1 10 4 5 3 5 20 586 

70~80 8 1 1 6 3 3 16 

80~90 5 1 5 3 5 12 

試 堀 3 

＾ ロ

計 2211 51 127 2 80 2 478 8 63 2 101 161 3,625 

に集中して検出されている。また同）ば以下の無泄物）呂を4地点で試掘した結栄、第NI砂の非文

化）心から大形の石・；悩の出土をみた。しかし大形の狙祇のある石猫に限っての現gとであり、その

他の人工辿物は検出 されていない。以下、近1止に属する査料から順次記述してい きたい。
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陶磁器類

本類に含めた探料は総数734,点になる。その植類ごとに分類すると、 V-f磁 (2点）、累褐釉陶

器 (2,点）、染付 (80点）、近Ill:施釉陶器 (486、点）、近代磁拙 (63点）、赤瓦 (101、点）な どから

なる。祉的には、第 2表に示すように、無釉陶器（荒焼含む）が41%と披も多く、紐いて施釉

陶器27%と全体の半分以上が陶描類で占めている。他はほぼ近い数祉で、染付、印版染付、近

代磁器などからなる。産地の理解できるものに、巾国産の染付、日本産の伊万呈焼などがわず

かにみられ、大半は沖縄産である。器柚としては、碗、小碗（湯のみ）、鉢、大鉢、」Ill、杯、瓶、

手水鉢、すり鉢、急須、香炉、 小壺、大礎の13器種と、 他にj揺行の雁首、赤瓦などからなって

いる。出土祉は、 Fトレンチ側の東方側に多く、出土レペルは第II1~1 0 -20cmに集中する傾向

がある。これは近批の集落が当骸地点付近に存在していたことを反映しているものとみられる。

第2表

近代遺物組成一覧表

識別可器種

29.7% 

(182個）

識別不能汽料

70.3% 

(433個）
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宵磁

2点得られた。凶化したのは第 51孟11の大型の洒会壺の）阿部破片である。他に盤の見込み部

分の破片が検出されている。 1の釉色は粁緑色、器墜の厚さ1.3cm。いずれも水11!}をうけて破

捐面が丸くなっている。前者はAトレンチ第ITI召0~10cm。後者がFトレンチ第TlI凶10~20cmo

黒褐釉陶器

2、1岳得られた。第 91火148の11縁部の断面がIll各方形状に肥）駐し、特徴的な形態を示す盛の11縁

部破）'1・である。 膀IJfl而はII在灰白色をおぴ、粒の杜い批入物がみられる。 釉而には細かい虹入が

ある。前述のJlliil部破片かともみられる狩料で表淡而に施釉されている。Fトレンチ第III心0~

lOcmo 

染付

染付は釉、索地、呉頒の述いから 4孤類に分類した。年代の判明するものでみると、 17~18

11上紀以降のものが主体を占めている。拙形は、碗、」m、大Jlll、瓶、鉢などの骰柚がみられる。

第 3表近世遺物出土一覧表

、 トレンチ Aトレンチ ABトレンチ Cトレンチ Dトレンチ Eトレンチ Fトレンチ 合

直パ I O~ 喘 2030 ~ 喘-宝
O~ 

喘-苓 4踪需 O~ 喘 常 苓 40~o ~ 常 需 常 8090-o-10幻~ o-1020 -20~ 
It 10 10 10 10 10 30 

青 磁 I I 2 

染 付 A . l I 

” B I s 4 

‘‘ ・c I I 1 5 2 6 16 

” D l l 1 3 

鳳褐釉隣器 l l 2 

臼 釉 染付 2 4 1 1 1 2 I I 2 I 6 2 6 1 31 

黒 釉 陶器 l 1 I 4 5 4 s 18 12 4 55 

灰 釉 陶 器 1 2 1 I 2 l 4 2 6 15 15 50 

茶 釉 陶粉 I 8 4 13 

緑釉陶甜 6 6 5 15 

臼釉陶器 2 2 2 5 4 I 2 1 I l 5 5 8 89 

その他（陶難） I I I 2 3 8 

無釉陶器 2 6 I I ！ 15 I 2 11 6 3 2 I ？ 3 5 3 28 I 64 45 48 256 

陶閉（すり鉢） 1 I l I s 6 7 I 21 

陶 質 土 蔚 2 2 I l I ， 2 ？ 26 

印盤染付 ll 2 I 1 I 3 2 I 2 I 3 28 

近代磁罰 2 s 3 11 7 3 1 1 I 3 3 5 s l 10 4 2 63 

キセル（履tt) 2 2 

赤 瓦 7 3 3 6 3 2 s 3 5 3 30 19 13 101 
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染付a類

第 5図 2は窃台の破片である。釉は薄く、灰色釉になっている。翡台脇から裂と見込み部分

が無釉になっている。 i岱台淡のトキンは残っている。索地はu音灰白色を呈する。呉須は謀褐色

を幣ぴて、ところによっては上薬がかかってなく 雑な感じをうける。Fトレンチ第 IIJ,;jZO~ 

30cm。福建・広康系の染付で18・111:紀以降の賽料.., 

染付 b類

索地がやや黄色味をおぴる磁・拙で、器イ本部に丸やY字の文様が十分な空白をおいて施文され

た印判手の賀料である。呉頒は淡く、器体面には比較的大きい四入がはしっている。見込みは

破片査料からみるに熱釉になる。中国産である。第5図3、4の狩料で前者はY字の文様、後

者は丸文様が描かれている。いずれも外返する口縁の碗資料である。図而複元をすると、 3は

口径雅符が16cm、4が14.4cmをなしている。出土地区はいずれも Fトレンチ第IIl•::120-30cmo 
17枇紀後半-18批紀に相当する。

染付 C類

淡い呉頻で花文が描かれていのが特徴的で、器形に碗、鉢、大皿の破片がみられる。中国磁

拙である。第 5図 5は浅い碗の口縁破）ヤで、口径推坑約13cmをはかる。 11唇が佃かに外返し、

沿糾イ本部に花文がえがかれている。口唇と見込み部分に圏線が配されている。 Fトレンチ第ITlt'i 

20~30cmo 

第 5図6は浅い碗の高台破片資料で、底径推坑約7.2cmになる。邸台は細 く窃＜邸台）協に二

条の幽線が施されている。 17'1仕紀相当の査料。Fトレンチ第II屈0-lOcmo 

染付d類

3点である。香炉と瓶、 Jillの小さい破）「からなる。図化にたえるのは、第 51図7の香炉で、

胴から底に移行する勝部の破）「である。呉頻は薄く松か花状の捩様が描かれている。見込み部

分には回線がみられる。紫地は白色できめこまかい。 17世紀以降の中国産。Fトレンチ第II屈

0 -lOcmo 

圃凶8は、瓶の府部分の破片で、/)月イ本部には炊色が呉頒で描かれている。内面にも光沢のあ

る透明な釉が施釉されている。素地は細かい気泡がみられ、白色を呈している。 Fトレンチ第

II /1'!120 ~ 30cm。中同製品。17肱紀。

施釉陶器

釉色、索地、幣形により 3植類に分類して記述をすすめる。

-15 -
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a類

いわゆる ）~(釉と称される陶拙である。第 6 凶 9-14。

laJI公19は、 17径推符13c111、底径拙坑6.8cmの磁謡碗である。 11縁部の内外懐に薄く施釉した

もので、 lliJ緑色をおぴ、索地はII飢火色になる。代付部分には白色の砂粒が付沿している。内底

面は焼成時にでさた膨れが破裂した状態になったままである。 Fトレンチ第ITIせ20-30c:m.,

同固10は、 11径椎鉢13cmをなすII縁部破片である。本ft湘I・ も翡台脇以下およぴ11、)底而が無柚

による磁僻質碗になっている。釉は逃I~] で薄く淡宵緑色を呈する。 F トレンチ第 II 1~20~30e111,, 

同図11は、底径拙算7.3cmの底部破片である。窃台脇にかかる釉は班<1炎緑色をおぴる。森

台中央と見込み部分にかぎり陶僻質になり淡褐色になっている。Dトレ ンチ第IIJ凶0~10cm,, 

同l図12は、紫地が褐色をおびたj!iJ・船賀で、また商台IW1にみられる釉 も生焼けをし、光沢のな

い白色をおぴた粒子からなる。莉台のつくりは上記の森料と 同じく細く、内底面はポール状に

まる＜くぼむ。底径推卯7.4cm0 F トレン チ第 II /~10~20cm o

同図13は、灰色に焼き締められた磁僻質の碗底部で、 ヒ記の底部の残存する脊料と同じく内

底而に訊ね焼きの痕跡がみてとれる p外•器而の1、'台）協に倣かに陪緑色の釉をみることができる r

底径拙算6.8cmをはかる。Fトレ ンチ第DJ邑20~30cmo

同図14は、これまでの資料とことなり、素地が灰白色を止した磁器質碗の底部である。残存

部分は無釉で、高台が低くなる。牡付部分にわずかに砂粒の付滸をみとめる。Eトレンチ第 1[

培0-lOcmo 

b類

白土釉を施釉した液料の一群である。器形は碗、小碗からなる。

第 61区115は、碗の泊j台の破）',・査料で、見込み部分に廊ね焼さのためにかきと った無釉の圏線

と姓付が無釉で、 他は白化粧が施されてる。牲み付け部分は1りがと れた?,'.和台になる。底径拙符

6.5cmをはかる。索地は淡褐色をおぴている。 Eトレンチ第II/•;ti O -lOcmo 

剛図16は、上述の15と同じ施釉の力法をなした底部沢料である。内底而の割れ部分でみると

褐色をおぴ他の部分では淡褐色を呈している。見込み中央には釉のひぴ割れや、裔台裏には砂

拉の付府がみとめられる。底径推符6.8cm。Dトレンチ第且）位20-30cmo

同図17は、 索地が赤みの強い褐色をおぴた破片で、 ヒ述の資料と 同じくほぼ全体に施釉 され

-18 -
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た碗である。釉は細かい買入が入り、また高台蕊から焦色の釉が全体に施釉されたと ころがこ

れまでのものと異なる。底径雅算6.7cm。Fトレンチ第III召10~20cmo

同図18は、白化祉釉をした碗の17縁部査料で、 II径雅鈴14cmを甘1-HIIJする。 1山内には細かい1閉

入がはしっている。索地は淡褐色。 II縁形は直でわずかにII唇部で外返がみられる。 F トレン

チ第TI!凶20~30cmo

向l区119-21は小碗になる底部賽料である。19の紫地は、やや磁器質のある）天白色で、現在の

資料でみるかぎり、前体に施釉され僅か性付部分が掘釉になっているのみである。断而でみる

と内底面と高台裂が盛り上がり賑くなる。また翡台自体も低くなっている。釉内には細かい茶

色になった賞入がはいっている。底径は3.5cmを計測する。 Dトレンチ第III凶60-70cmo

同区120、21は、全体の形状、施釉の部分は11.1]じであるが、若干その大きさ、別色の釉を採用

するところで異なる。 20は、見込み部分に諏ね焼きのためのかきとりの無釉部分が控l状にみら

れ、その部分に1Rね時の付滸物もみられる。索地は赤褐色で、高台ぬ全体に黒釉が施されてい

る。底径拙坑 4cm。Fトレンチ第 III性0~10cm。 後者は施釉部分は同じであるが、ただi&.i台

裏は甘釘而を毅う白土釉と同じものである。底径は幾分小さくなり底径拙鉢3.7c面をはかり、翡

台の店さは内底而からでは、前者が1.3cm、後者が1.6cmと禍くなっている。 Fトレンチ第III心

20~30cmo 

c類

茶色釉、巣色釉、コパルト釉などの類である。揺形は碗、小碗、鉢、急頻、香炉、壺などが

ある。

第 7 1~22は、内粥船形をした口縁部：弁料で、「l径推坑13.2cm を u-!' iJIIJする。索地は淡褐色で、

透明釉を施釉してある。外猫而には、口縁に沿って二条の線とその下に波状の線を描いている。

Fトレンチ第II!心20-30cmo

同図23は、直状の口縁部破片で、灰釉が1こl縁部のみ施釉された預料である。釉色は灰色、索

地は施釉された口縁部近くは灰色をなし、その下の無釉部分は淡褐色を呈している。外謡而に

は破拍して全体形は不明であるが茶馬色の丸文が施されている。 II径拙鉾14cm。Fトレ ンチ第

II I邑10~20cmo

同闊24は、碗形の査料である。索地は17縁部付近は灰色の磁硲、 11垢台部分は淡褐色の陶悩質

-20-



になっている。釉は外器而は馬釉を高台脇までなし、内僻面は口縁部、胴の中央、見込み中央

に同じ釉がみられ焦味の強い釉で線引きをしている。それ以外の内器面は、暗緑釉が施釉され

ている。内底面は蛇の目状に削りと っている。口径推坑13.6cm。底径6.2cm。Fトレンチ第II

庖10~20cmo

圃凶25は、淡褐色の素地をした碗の口縁資料である。口絃部は軽い外返がある。外稲而には

大きな花状の文様を描き、口縁部附而には歯のような線をめぐらしている。釉は光沢があり、

文様はコバルトプルーの釉で施文してある。口縁部推坑14cm。Aトレンチ第IIJ~10~20cmo 

同図26は、見込み部分は蛇の目になり、外器面は高台脇まで施釉されている。釉は光沢があ

り赤味のある茶色釉からなる。後者の第31脳135と同じ釉になる。底径推葬6cmをはかる。Fト

レンチ第IIJ,j O ~ 10cm。

圃l凶27は、上記の26と同じ様な施釉でなされるものである。外器而側の釉は黒釉をなし、内

而側はヰ色釉を施釉してある。器形は、碗の翡台になるものとみられ、 内底面は丸く、くぼん

で監形されている。謀台径は6.6cmをはかる。Fトレンチ第IIJ性10~20cmo

同1公128も閥台の破片であるが、底径は8.5cmと鉢形の脊料と考えられる。施釉は見込み部分

は蛇の目状に、外器面は？母台脇ま で、店台裏には白釉を施している。釉は薄くきめの細かい混

入が大祉にはいっている。また外器而には草色による文様が施文されていたようで、破片が小

さいため、その文様の形状は不明である。Fトレンチ第 II屈 0-10cm。

第 8凶29は、口縁部が佃かに外返がみられる小碗の貸料である。施釉は内器而は蛇の目に白

釉を施し、外器而は瓜釉を針：付部分まで施釉してある。翡台裏も無釉になる。内器而の釉には

細かい虹入がはい っている。索地はll音灰色ないしi炎褐色。Eトレンチ第 III呂0-10cm。

joj図31は、姓付と見込みの蛇の目部分のみが据釉になった底径雅符6.5cmの資料である。紫

地は磁器質になり淡灰色をおぴる。白土化粧を施したもので釉は外器而のものは特に光沢があ

る。Dトレンチ第rr恩0~10cm。。

同似132は、丁寧に裔台を削り出した底部探料である。 残存部分は全て無釉になる。索地は細

かく梢練され淡乳白色を呈する。 Fトレ ンチ第 III位20~30cmo

岡図33は、見込み部分が蛇の目を形成し、底部楽は位付が無釉で、高台裂は釉 を撫で付けた

-21 -
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ように雑に施釉された炎料である。基木的に白土化祉でなされている。紫地は灰白色の磁拙致

に焼き締められている。釉には細かい既入が観察される。Fトレンチ第III凶20~30cm。

[lij脳134~36の三点は急頻の斑にあたる投料類である。

34は、白土化粧の釉の上に、コバルトプルーの釉で車状の文様を施文した究料である。索地

は乳白色をおぴた陶器質である。点足の蚊大径は6.3cm、身の部分の口径は4.7cmになるものとみ

られる。Eトレンチ第IlJ~10~20emo 

35は、索地は灰色をなした磁器質で、その虹上面に茶色の光沢のある釉を施釉している。班

の-Jcと大径は6.4cm、身の部分の「l径は5.0cmになるものとみられる。 Fトレンチ第IIJ,;j 10~20cmo 

36は、赤褐色の陶謡質の索地をなす査料で、盗上には黒釉を施してある。残存部のその上に

は箆削りによる凹線が二条みられる。蓋炭の爪は破祖しているがその身の17径は図而後元は可

能である。点をのibi:大径は7.7cm、身の部分の11径は5.1cmを計測する。Fトレンチ第ITJ心20~30cmo

同凶37は、合子の盗状を呈する査料で白土化粧をベースにその上にwないし、み草色の釉を

文様としてかけた製品である。素地は）天白色で岩石質になる。白釉の部分には細かい批入が走っ

ているのが認められる。疫の1此大径は10.6cm、材の部分の口径は9.4cmになるものと思われる。

Eトレンチ第IT),:?]10~20cmo 

同凶38は、急須の身の部分であるが、大きく胴部から底部を欠落している。口径推符4.7cm

をはかる。索地は灰色で磁器質になる。外器而には白土釉を施し、 1必1の様な線状の文様を施し

ている。釉は薄く草色を全体におぴる。また釉内には細かな買入がはしっている。なお、内器

面には茶色の釉が班く途布してある。Fトレンチ第IlM20~30cmo 

li:iJ l:Xl39は、））月部が著しく張り 出す壺の破片である 。 素地は灰白色の磁辟質で、外器而に）~<

草色の釉を施している。釉I)、jの四人は細かく、概して右から左斜め下の方向に線がはしってい

る。内器面には無釉で続櫨整形痕がそのまま残されている。 Fトレンチ第IIJf110-20cmo 

第9図40~42は、危煩の底部賽料を図化したものである。

40は、内防ぎみの平底をなすタイプである。当初、器而全体に白土化粧がなされ上部から胴

部下部近くまで透明釉がおよんでいる。索地は褐色の陶器質になる。残存する器体部には二つ

の頭からある巴文様が蔀い野で描いてある。透明釉には細かい貫入が談徐される。底径7.2cmo

Eトレンチ第Il庖 0~lOcmo 

いは上記の40と詞質の素地を布するもので、席台部分のつ くりが若干ことなり、幅1.2cmの

-23 -
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低い底台が作られている。施釉は麻台脇までなされ、また麻台裂も施釉されている。 1'I:付は白

化祉の土途布さ れているのみ。器イ本部には草色、 w色の二色の釉による文様が施されていたも

のとみられる。残念なことに破担が大きいため形状については不明である。底径雅符6.7cmo 
Eトレンチ第llI心0-lOcmo 

42も、同じく内土化粧が全体に塗布されていて、そのうえから）氏部脇まで白釉が施釉された

ものである。したがって底部の涎は光沢のない白土化粧のみである。上記の貸料類と異なる点

は足が付されていることで、結局三独類の底径形態がみとめられたことになる。釉には細かい

虹入が多くはいっているのがみられる。Eトレンチ第Il陪 0~lOcmo 

第 9図43~45の三点が香炉である。

43は、口径推多tl2c面を酎測する直口状の口縁部資料である。索地は橙褐色をおぴる陶器で、

外器而には、へら彫りの文様があり、その上から黙釉を施釉している。内船而は無釉である。

Eトレンチ第III必0~10cm。

44も同じく、紫地が赤褐色をおぴる陶器で、内器而は1怜体 し、 外器而には横位の凹線を幾条

も施文したもので、その上に焦釉を施釉した製品である。なお、器而の釉は風化を受けていて、

一見するとll粁緑色をおぴている。胴部径10.8cn10窃台径7.7cmを計測する。 Fトレ ンチ第Il屈

20~30cmo 

45は、 II剖灰色の磁船である。口唇部、そして外器而全体を施釉したもので、釉は、粁緑色を

呈したものである。内器而の露イ本部は、やや褐色をおぴている。口径推鉢10cmをはかる。Fト

レンチ第 1I思10~20cnio

第 9図46は、口径推鉢26.6cmをなす鉢の口縁部貪料である。口唇部が王縁に肥肛する狩料で、

ほぼ直に）lliil部に移行する船形である。索地は灰色の磁悩である。全而に施釉がなされ、釉内に

は細かい1切人が無数に入っている。なお、 外猫面の口縁直下には自然に施釉が)!/-くなるためか

暗緑色の線がみとめられる。Fトレンチ第ll屈20-30cmo

同図47は、高台径雅坑11.2cmをはかる破片である。残存部でみるかぎり、性付と見込み而に

韮ね焼 きで削 りとった蛇の且部分のみが無釉である。 外器面は光沢のある黒釉が施釉され、 内

器而は白釉がほどこされている。白釉部分には細かい虹入が見られる。索地は淡褐色で岩石質

になるものである。Fトレンチ第II16 0 ~ lOcmo 

鹿津焼

2点検出されている。図化した破片は第 8図30の瓶の破）ヤである。器而上に格子状の線と菊
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校様の花がはどこされている。索地は1111灰色で釉はII料緑色をおぴ、そのうえに白色の捩様がみ

られる。なお白色の模様は散った状態で丁寧ではない。 Dトレンチ第IIJ邑20-30cmo

無釉陶器

荒焼きとも称される群で、なかには極めて簿く鉄釉が塗布されているものもみられたが、イ更
宜的にここに含めて紹介する。器形は1lLL、土鍋の盗、香炉、盛、すり鉢、水鉢などが、えられ

ている。

第10~149 は、「l径推坑9 . 8cm計測する llll形の査料である。素地は赤褐色の粘性のある剪1rn而
になる。口牲部の内而に煤が付灼しているが、機能と関述するのかは今後の検討課題としたい。

Fトレンチ第II附10-20cmo

同図50は、揺面全体に自然釉に近い褐色系の光沢がみられる。香炉の小破片で、口径推坑10cm
を計測する。口怪部は平坦になり、内器而側に飛び出したかたちをしている。索地は白色砂粒
が混入した赤褐色の〖船器である 。 F トレ ンチ第 I[ J•,v/20 ~30cmo 

同Jil51は、明褐色を土した陶質土器である。いわゆる土鍋の盗の摘み部分と考えられる宍料

である。説明の便宜上、固では甜台のごとく図化してある。推鉢径が5.1cmをはかる。仕付部
分には糸切：}氏が残っている。 Dトレンチ第IIJ凶0~lOcmo 

同凶52は、素地が梢練された赤褐色の底部の破片である。底径は7.8cmをはかる。 一部の

底部の）協とその裂に、砂混じり状態で緑色釉がかかっている。内底而は自然釉の黒色の半光沢
がみとめられる。ま た内底而の照形は丁平ではなく輛戟引きのあとが残されている。 Fトレン

チ第IIJ,:,j 10~20cmo 

同凶53は、やや白色の微砂粒が多く況入した赤褐色の索地を布する底部破片である。底径推
符5.3cmである。整形は上記の52に比較し丁寧なつくりで、立ちJ:.がり部分と底部との坑は明

瞭である。破祖部の）阿部上辺には、速い晶緑色の釉がかすかに見て取れる。ただしこの釉が全

体にな されていたかは明確ではない。Fトレンチ第III心0~lOcmo 

同図54~60まですべて壺形の資料で、いずれも玉縁を形成する口縁部資料である。54は、王

縁状の1-1縁部が、外返させつつ口牲部を平坦に整形した様な査料である。紫地は赤紫をおぴ粘

性がみられる。器tfffは風化しているが緑がった施釉が見られる。54は口径推芥9.3cm。Fトレ
ンチ第IIl010~20cm。

55は、 17縁推坑8.6cmを酎測する。垂直の頸部が1リl瞭にありそれ以下が）Jlnj部として張り出す
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壺形である。残存する胴部部分には斜めに切り付けた様な沈線が二条みられる。索地は赤褐色

で砂粒子や細かい気泡がみられ、やや粘性がみられない状況を呈している。外器面には應く施

釉がなされ、赤褐色の光沢が音11分的に観察される。Fトレンチ第IT/r.j 20~30cmo 

56は大きく外返した蕊で、口径拙卯14cmを計測する。素地は赤褐色でおぴ、その剪開面は粘

性をみている。口醤部は外返のため稜が明確にある。外猫而は全体に風化しているため、徹か

に黄色みをおぴた付好物が認められるが、それが汚れか、釉かどうかは明確ではない。Dトレ

ンチ第IIIM O ~ lOcmo 

57は、典型的な玉縁になり、府部には輌姐引きによる沈線文様を施文した壺である。索地は

前記の58と同じである。口径推坑12cmを呈する。Fトレンチ第IIJ沿20-30cmo

58は、断而が三角状に肥J耳した口縁部で、 l-1唇部が角を布する形になるものである。口径を

l公l..t復元すると13cmしこなる。器而は風化がすすみ、その破狽而も靡滅している。索地は、赤褐

色で、悩表而には、やや黒褐色をおぴ施釉がなされていたものとみられる。Dトレンチ第IIJ性

0 -20cmo 

59は、逆L字形をした口縁部資料で、口径椎坑15.6cmをなす。口唇部の幅は、 2.2cmを符l'iJ!IJ

する。顕部は直の状況をみせる特徴がある。素地は光沢のある暗赤褐色で中心部はサンドイッ

チ状に黒味が強くなっている。内器面が赤褐色、外器而がザラついた[I名赤褐色を呈している。

Fトレンチ第II庖10~20cm。

60は、類のない壺で、 17縁部の外側に波状の沈線文様を数粂配した没料である。紫地は赤褐

色で11祓部から外器面は、光沢はないが黒味がかぶった様にある。口径推坑12.8cmをはかる。

Dトレンチ第 IIJ~80~90cmo 

第11凶61は、植木鉢のにl縁の様に断而が方形に肥））/.した鉢形のに1縁部である。 II径は11ft坑す

ると34.8cmIこなる。肥駆したに1唇部は輻が2.7cmを計測する。索地は赤褐色で11唇部から1J、J僻

面側の表皮が黒くなっている。 El、レンチ第 lI)~0 ~ 20cmo 

同図62~65、第13図73は、すり鉢の食料である。

62、63の資料は口唇が大きくつくられたもので、11唇部の外周側にいずれも一条沈線がめぐっ

ている。前者の索地は赤褐色で、明開而が粘性をみせる。櫛かきがされた内面の色曲は褐色で

ロ性から外器面側は自然釉の恨茶色の光沢釉がみられる。「l径は披も大きく 34cmをはかる。

Fトレンチ第 III凶0~lOcmo 

-28 -



後者も紫地はIJJ質で、沿闘而の色調が口唇から11、」諾而は褐色で、外揺而はII音褐色を呈する。櫛

目は細かく、櫛目の間陥は1.5mmになっている。「l径推剪32.7cm。Dトレンチ第11IC;i O ~ lOcmo 

同凶64は、 11怪の顎がやや斜めに立ち上がる破片で、口径拙坑25.5cmと小形になる。櫛 Idの

lflJ隔はやや広くなり 2.5111111になる。索地はやや紫味をおぴた赤褐色で岩石質にな っている。外

盟国は風化と、焼成時の悩l葡仕上げの悪さからか、細かい気泡とうすいビンク状の釉が{(ti)雌し

ていて粗而になる。Eトレ ンチ第 1f/i:110-20cnl。

同図65も17径推節が24.5cmと小盟になるft料である。17唇部の幅は1.6cmとなり外周側に一

条沈線が施されている。 また櫛目は利ll< z m面をはかる。またII縁部近くの櫛目をかき上げたの

ちの横ナデによる揃え腑整が徹底していない。器而は、橙褐色をおぴるが、素地は中央が赤褐

色、それを両側から挟む様に黒くなっている。甥開而は、粘性がみられる。 Fトレンチ第Ill邑

10~20cmQ 
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第13図73は、底径推葬12cmの底部破片である。櫛目は太く、その数も約11本を一つの単位と

したものとみられる。 幅は2.1cm前後をはかる。内器而の色調は赤褐色、紫地は暗灰色、外茄

面はやや光沢のある焦げ茶色をおぴる。 Eトレンチ第III凶0-20cmo 

第12圏68、69で、いずれも口縁部が若干肥駆して内約する鉢形である。前者はII径雅鈴25.5cm 

を:1測 し、色郎］が明るい褐色を呈する。後者は22cmをはかる。色胴が外悩而は茶褐色で、内悩

而が明褐色をおぴる。外器而の文様は、前者が1ご1縁部下に二条の凹線とその下に 5本の櫛目に

よる波状の沈線を配している。後者も同様になされてるが、 u縁部下の凹線が一条になってい

るだけである。俗称ミジクプサーと、いわれるものである 。いずれも C ト レンチ第 II /~0 ~20cmo 

第12図71は、香炉の口縁部資料で口径誰算11cmになる。器面には饒韓整形時の横位の擦痕が

みられ、 全体に 1月褐色をおぴる。 •器盤の原さ 0 . 5c川。 同図72も同質の胎土、色調、焼成をし

た薬罐のそそぎ口部分の資料である。そそぎnの下部に晶い煤が付恋している。そそぎl二1の照

形の手順が当骸汽料から理解される。つま り完成したJlfnH本にそそぎLIが付けられ、その後に）Jin] 

体内部からそそぎ口部分に虹通する孔が穿たれている。ただその孔の方向にずれが生じ其ん中

には位置していない。両抒料とも Fトレンチ第IIJ邑0~10cm出土。
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第12図70は、外器而に横位の凸文様とその上に箆むきの刻みがある胴部探料である。凸文様

は幅が1.5cmのもので、約 3cm間隔で押し沿して文様に仕上げたものである。外器而は光沢の

ある茶色の薄い釉がみられる。内而は赤褐色で露体している。素地は赤褐色で粘性があり、細

かい気泡がみられる。Fトレンチ第IIJ.,".110-ZOcmo 

底部

第13図74は、索地が瓦質の陶器でIV,!褐色をおぴる。内器而には蝋輯痕がおぴのようにみられ、

外器面は赤褐色になり器面の仕ヒげも丁平に腑整されている。器監の)!/.さはほぼ一定して2.1cm

になる。底部哀は平坦になり、糸きり跡の様な数条の船痕が同心円状にみられた。この而の色

訓は灰白色になっている。 Eトレンチ第II層 0~20cm。当骸賓料と同一固体の破片とみられ底

部の小破片が、 Fトレンチ第I!I凶20~30cmo

届JI凶75は、口縁部を欠落した陶質土器の資料である。無釉で、風化しているためか、 手触り

で器而の粉末が付 く。 内拙而には続輯整形痕が明瞭にのこり、また底部裏は糸切り跡がくっき

とみられる。底径推鉢9.5cmを酎測する。 Fトレンチ第IlJ凶20~30cmo

luJ脳176は、 底径推算2lcmo索地は赤褐色をおぴて、剪開而は粘性があり、細かい白色の砂粒

や気泡が観察される。底部の誕は、平滑になり、箆などの調整とみられる細かい粂痕が微かに

のこっている。残存部については無釉になっている。 E トレンチ第 II /~0 -lOcmo 

煙管

2点出土をみている。いずれもタパコを受ける部分であるが、器形、施釉が特徴的な没料で

ある。第11l::<l66は全体に白釉が薄くかかるもので、火受け部分が球状に大きくなり、吸いn1111J

の部分は短いつつを作っている。 Iii]凶67は無釉焼きしめで、器面には箆整形によるものとみら

れる細かい面が無数にみられる。色割はII音赤褐色をおびている。器形的には火受け部分の酋や

大きさが小 さく 、吸い口側の筒は長く作られている。両浚料とも Fトレンチ第II屈20-30cmo

赤瓦

101点の破片が検出された。いずれも小破片であるが、梱形の判断できる登料からすると軒

平瓦からなり、漆喰の付滸した破）「もみられた。いずれも裏而に布目圧痕がある、いわゆる明

式瓦である。殆どのものが、胎土中に赤色の粘土物質が枇入していて、 )l/さは約1.4cmをはかり、
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明褐色から赤褐色をおぴている。また、わずかながら胎土中央が1脳灰色の焼き締った瓦貨料も
含まれている。

貝製品

貝製品は総数127点検出された。 l凶位的には第IIJ必0~30cmに集中する傾向がある。製品別
にみると、実）,~ 品としての有礼二枚貝製品、タカラガイ製品、ヤコウガイ製品、艮匙、ホラガ
イ有孔品の5種、そして装身具．の具輪の計6柚類になっている。祉的には、有孔二枚貝製品、
タカラガイ製品が全体の57%と尖川品が主体をなしている。

有孔二枚貝製品 第H-18図

二枚貝の殻頂部に粗孔を穿った製品類で、総酎Gl,1位になる。艮殻別にみると 4狐類の貝殻が
使用され、その内訳は、ザルガイ (9点） 、リ ュウキュウザルボウ (22点）、メンガイ (21点）、
シャコガイ (9).\~) とな っている。 以紐別に出土祉をみると、リュキュウザ）レポウ、メンガ
イを中心とする構成であった。

貝柚別に爪祉をみるザルガイは、 3.3-4.3gのものがあり、その中で多く得られたのは約
3.2 gである。 リュウキュウザルボウは、 6.l-24.4gで批的に9.0gに集中している。メンガ
イは、 l.5-8.Qgがあり、 12gに偏って得られている。シャコガイは、址的に少なく 12-87g 
と砥品に幅があってその偏りはみられない。

製作上では、ザルガイの孔は殻項部に穿たれ、大きさ約0.4cm台の小さいものが多い。リュ
ウキュウザルボウも殻頭部に穿たれるものが圧倒的に多く、秤面部にあるものは 3、1・団である。
メンガイは孔のある部分は共通しているが、被も大きいものが1.8cm、最も小さいものがO.Gcm
と肌間がみられる。この点はシャコガイも luJ様で、披大2.4cm台と最小0.6cmと幅がみられる I) 代
表的なものを第14-18図に掲載した()

タカラガイ製品 第19図

タカラガイの丸くなった背而側を、割りとったi谷料群で総数11点出土した。 器而は限滅が
みられその使用が認められる。兵軸の1立小21.5cm、直さ3.4gから、披大5.0c川、砥さ18.3gの
ものが得られた。直乱の梨中するものは、訊址が5.5-7.sgであった。

ヤコウガイ製品 第19図62

第191叉162の製品で、夜光貝の体）ば部を札状にし、その中央に粗孔のみを穿った資料である。
外周はこれといったT寧な研磨加工はみられず風化している。捩軸と短軸の一方にいずれも快
り施されている。錘の一つと思われる。大きさは、虻軸7.1cm、短軸5.5cmo駆さは0.3-0.8cm、
狐祉35g、.fL部分はn径が縦2.4cm、横1.4cm。A トレンチ第Ill凶20~30cmo
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第14図 有孔二枚貝製品 ザルガイ1~9 リュウキュウザルポウ10~18
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第15図 有孔二枚貝製品 リュウキュウザルポウ19~31
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第 5表 二枚貝有孔品法量表

No. 貝 種 右／左 殻長(cm) 殻幅(cin) 頂伍(g) 紐(.fl径）横 出土地区・レベル
＇ 1 ザルガ イ 左 3.7 3.6 '1.15 0.38 0.47 CトレンチlI屈 30~40c:m 

2 ” ” 3.1 2.8 3.15 0.52 0.52 ABトレンチ Jl屈 40~50ClTI 
-

3 ” 右 3.45 3.15 3.3 0.26 0.3 Aトレ ンチ1r屈 20~30c111 

＇ 
， 

4 ” ” 3.5 3.1 3.8 0.31 0.39 Cトレンチrr屈 20~30on 

5 ” 左 3.25 2.9 3.15 0.38 0.35 Fトレ ンチTI/f!J 20~30cm 
． 

6 “ 右 3.35 3.15 3.15 0.6~ 0.43 F ト レンチ TT/~ 0 ~lOc:111 
I 

7 ” 左 '1.0 3.5 1.3 1.7 1A Aトレ ンチlI屈 20~30c111 

8 “ 左 3.85 3.6 3.8 0.78 0.66 A トレ ンチ III~ 10~20cm 

， 
” 右 3.65 3.4 4.25 L.7 0.6l Cトレンチ ITIW 30~40cm 

10 ザリュウキュウ
ルポウガイ ” 4. L 4.9 12.2 0.96 0.82 ABトレ ンチ llh"l 20~30cn1 

1J ” II 4.2 5.85 22.5 1.76 l.53 AB トレンチ Ill~ 30~40cm 

l2 ” ” 4.5 6.5 22.3 2.16 2.2 ABトレ ンチ lltl'!'l 10~20<;111 
． 

13 ” ” 3.75 4.5 L2.0 0.3 0.28 Aトレンチ Tl屈 50~70<:ill 
． 

14 II ” 3.45 ,:t,3 8.3 0.53 0.86 C トレンチ I[,~ 0~20c川

15 II 左 4.1 5.75 18.1 0.9 1.12 じトレ ンチ I屈 10~20c川
I 

16 II 右 3.1 '1.15 8.1 0.19 0.28 FトレンチII府 20~30cm 

17 ” ” 3.5 4.8 9.4 0.84 1.53 ABトレンチIl屈 40~50cm 

18 ” “ 3.4 4.6 6.1 0.41 0.61 ABトレンチ JI/1"1 40~50cm 

19 “ ” 3.75 4.5 12.0 0.3 0.28 A ト レンチ IT/~ 10~20cm 

20 ” II 4.3 5.75 t~.8 0.62 0.94 ABトレ ンチ 1l屈 30~40<:JO 

21 II ” 11.25 5.45 13.0 0.36 0.44 ABトレンチ 1l屈 50~60cm 

l:!2 ” ” 4.25 6.4 23.0 0.98 2.15 AOトレンチ lI屈 30~40叩

23 “ ” 3.35 5.0 9.1 1.25 1.36 Aトレンチn,~ 20~30<:111 

21 ” 左 3.95 5.9 17 .4 0.93 1.44 A トレ ンチ _[ }~ 50~70cm 
＇ 
25 “ ” 3.95 5.2 L0.9 0.38 0.29 ABトレンチI屈 50~60CJII 

26 ” 
I/ 3.35 4.0 7.4 0.35 0.47 Aトレ ンチ ]I/1"1 20~30cm 

27 ” ” 3.4 '1.6 10.1 OAS 0.78 Fトレ ンチIl/1"l 10~20cn, 
I 

28 ” ” 3.8 '1.8 13.0 0.31 0.39 Fトレ ンチrr,,.,1 20~30cm 
I 

29 “ ” 3.55 tl.75 9.4 0.68 0.96 ABトレンチ11/(:'.l 50~60cm 

30 II ” 3.6 5.5 l3.2 1.12 1.8 Aトレ ンチ II屈 J0~20cin 
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31 リュポウキガュウ
サルルイ 右 4.2 5.5 15.0 1.9 2.11 Fトレンチ]l屈 O~lOcm 

32 メイガン 左 2.7 2.75 1.5 0.81 1.01 Aトレ ンチrr屈 20~30⑩ 

33 II II 3.65 3.35 5.4 0.75 0.72 Aトレ ンチ1J屈 20~30cm 

34 II ” 3.45 3.6 2.4 0.15 0.24 ABトレ ンチJI屈 30~40cm 

35 II ” 1.35 3.9 ll.O 1.2 1.4 ABトレ ンチ Jl屈 30~'10cm 

36 ” ” 4.2 3.55 12.8 0.7 0.73 ABトレ ンチ Tl/図 30~40cm 

37 II II 4.1 3.8 4.3 1.4 1.38 Aトレ ンチ）IIM 10~20cm 

38 ” 
II 4.8 4.05 5.8 1.18 1.66 Cトレンチ ITIm 0~20cm 

． 
39 II II 4.9 4.6 9.2 1.17 1.29 Aトレ ンチIl府 20~30cm 

40 II II 5.4 5.1 12.8 0.53 1.35 Aトレンチ ITIf'] 10~20crn 

41 ” 
I/ 4.85 4.6 7.5 1.42 1.64 Aトレ ンチIT/凶 10~20cm 

42 ” ” 5,1 5.15 11.0 1.24 1.2 Aトレ ンチIIII"! 20~30cm 

43 ” II 6,4 6.25 33,3 U 3 1.31 Aトレ ンチITI凶 10~20c111 

44 ” ” 5.95 5.75 12.8 2.38 2.07 Aトレ ンチJII凶 20~30cm 
~ 

45 /I 

“ 6.6 6.25 27.3 l.ll. J .56 Aトレンチll屈 J0~20c111 

46 II ” 6.6 6.5 38.4 l.l8 1.76 AトレンチIII凶 O~lOcm 

47 II II 6,6 6.4 19.8 0.99 J .44 A トレン チ If/~ 10~20c,n 

48 II II 6.9 6.55 3l.7 0.94 1.28 AトレンチIl屈 0 ~lOcm 

19 II II 6.1 6.2 23.8 2.91 2 9 Aトレ ンチrr屈 50~70cm 

50 ” ” 6.9 5.8 25.5 1.65 1.74 ABI、レンチ 11屈 40~50cm 

51 II II 7.85 8.05 57.3 1.61 2.09 ABI、レンチ 11貯 10~20cm 

52 ” II 8.85 7.65 80.0 1.16 1. 72 Aトレ ンチ UI図 30~40cm 
I 

53 ヒメジャコ 右 3.7 4.95 ]2.0 1.03 1.27 Aトレ ンチn屈 10~20cm 

51 II 左 4.05 6.13 14.0 0.74 0.57 Aトレ ンチlI屈 20~30cm 

55 II ” 4.6 6.75 24.0 2 05 Cトレンチl[Im 30~40⑩ 

56 “ 
II 5.5 7.15 36,0 0.82 0.84, AトレンチIIfl 20~30cm 

57 II ” 5.1 7.5 25.0 0.89 0.93 Aトレ ンチII@ 20~30cm 

58 II 右 4.25 6.95 14.0 0.72 Aトレ ンチJIli!l 0 ~10cm 

59 II 左 6.3 9.2 56.0 3.53 Cトレンチn,~ 0~20cm 

60 ” ” 8.6 ll.J 87.0 1.09 1.67 Aトレ ンチ lI屈 20~30cm 

61 不 明 ” 7,9 u.o 57.0 2.37 3.47 Aトレ ンチllI図 20~30cm 
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第19図 ヤコウガイ製品62 タカラガイ製品63~73 貝匙74
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第6表 タカラガイ製品法豆表

No. 貝 種 完破 縦（殻底）横 縦（孔）横 殻原(cm)重兄(g) 出J:地区 ・レベル

63 クカうガイ ,±プ, 2.15 2.0 1.63 1.3 0.1 3,4 FトレンチU附 20~30crn

6'1 ” ” 2.9 2.2 1.96 1.43 0.1 1.3 FトレンチTIk'i 20~30cm 

65 II II 3.05 2.25 2.05 1.29 0.2 5.7 Fトレンチ1IJ団 20~30cm

66 II 

” 3.3 2.3 2.22 1.65 O.l 5.8 Fトレンチ [[J1v/ 20~30cm 
• I 

67 ” ” 3.'15 2.5 2.36 1.51 0.1 7.4 Fトレンチ fl}¥v/ 20~30cm 

68 II 

” 3.2 2.5 2.J3 1.5 0.1 7.5 Fトレンチ I]枢i20~30cm 

69 ” II 3.25 2.55 2.12 1.5 0.2 7. t Fトレンチ ITJr:j 20~30cm ． 
70 ” 

/I 3.1 2,3 2.12 1.57 0.1 5.5 FトレンチITWI 0 ~lOcm 

71 ” // 3.3 2.65 2.18 1、46 0.1 8.2 Fトレンチ [I枢I10~20cm 

72 ” “ 3.2 2.45 2.06 1.56 0.2 6.6 Fトレンチ [[府 10~20cm

73 II 

” 5.0 3.5 3.57 2.76 0.1 18.::3 Fトレンチ IIWI 20~30cm 

第 1表貝匙法量一覧

No. 貝 種 殻長 (cm) 殻幅 (cm) 爪凪(g) 出土地区 ・レベル

74 スイショウガイ 6.47 3.59 25.8 Aトレンチ Il屈 10~20cm 

75 メ ンガイ 5.6 4.65 14.0 Dトレンチ Il附 0~20cm 

76 ” 5.9 3.85 14.9 FトレンチII恩 20~30cm 

77 II 6.95 5.6 26.8 Aトレンチ 叩¥!i 60~70cm 

78 II 7 .15 5.95 36.5 ABトレ ンチ Tl削 30~'10cm 
一79 ” 7.4 5.6 28.1 A トレンチ IlJi'!l 20~30cm 

80 ” 7.3 6.0 31.3 A トレンチ lJ/i'ri 60~70cm 

81 ” 8.25 6.05 46.4 A トレンチ 1I屈 60~70cm 
一 -

82 ” 7.25 5.62 31.45 Fトレ ンチTI厄i20~30cm 

83 ” 7.05 5.35 31.0 ABトレ ンチII/rn 50~60cm 

貝匙 第191~174

坦瓜別にみるとスイショウガイのII及而を素材とした製品 1点、 メンガイ賓料が9点である。

前者は、全体に水）利を受けている。大きさが長州ll6 cm、短軸3.(3皿になる。 Aトレ ンチ第UJ,,・，；

20~30cmo 
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第22図 貝輪 コホウラ製品86 オオベッコウガサガイ製品87

第20凶のメンガイ資料は、人為的な加工痕をみせるものではないが、その形態について、ニ

枚貝布孔に使川されている比較的平板なものに対して、殻頂綿に裏が大きく洲曲した形態をし、

そしてその縁部分が全体に風化し、なめらかになった特徴がみられたものである。大きさも統

ーし、まとまって得られているため、形態から川途を雅測 して本栢に掲載した。

ホラガイ有孔資料 第21似I

第211図84は、 ホラ只科のシロナルトポラを素材と した製品である。 加工部分と しては、殻口

側の一番目の体l心部に井且イしが、うがたれている。また殻口の逆にあたる体府部は大きく破損 し

ている。殻頂は破扱し元の形状はみられない。器面は風化し白色化 しているが、殻頂部側の付

近は亀裂や剥離がみられ、加熱を受けた様子をみせている。 u径は縦2.0cm、横3.3cm、砥堡

560 g。Aトレンチ第IlJ1,'110-20cmo 

同1郡]85は、ホラガイの；兵料で、完全形の貝殻からみると、第二1本）I粁部に私孔が穿たれている。

殻17を上にした場合に裏側に位爵する。殻頂は破狽している。また全体に風化していて破損部

分も恥滅した状況を呈している。「l径が縦2.04cm、横2.18cmolfi祉121g。Eトレンチ第nia 
0 -lOcmo 

貝輪第22j'jl.,j

ゴホウラ製品、オオペッコウガサガイのいずれも 1点ずつからなる。

第22l:Xl86はゴホウラの螺頭部側を残した貝輪の破損資料である。全体に若しい風化をうけて

いるが、その加工の状況をうかがい知ることができる。螺庖内部の巻きは丁寧なかきと りでは

なく、やや凹凸が残されている。残存する部分から推測すると股面部をとりこんだ背面貝輪に

なろう 。ABトレ ンチ第ITI心40~50cm"

1ti・J1凶87は、傘の殻碩部を敲打によりかきとり、残った輪を製品とするものである。 しかし、

当:K料の殻の縁部分は、 風化があるためきわだった研底痕をみることができない。したがって、

決め手の弱い査料であるが、残存した輪の形態から製品として判断し報告することにした。貝

輪の内輻は、縦が5.16cm、横が4.4cm。訊址は15g。Aトレンチ第 Il庖20~30cm。
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石器

石器は総数51点得られた。その器種の内訳はIll]き石、砥石、凹石、原り石、石錘の 5植類で、

石斧は全く検出されなかった。出土した石梱は、器而上に滑而や凹み部分、敲打部分が並存し

てるものが多く、たたき石と凹石、的り石は基本的には兼用したものが多いように思われる。

本文では、形態と主な作菜而の大きさから名伍l.iliを決定している。出土祉的には、叩き石 (4%)、

砥石 (2%)、凹石 (82%)、庖り石 (6%)、石錘 (6%)と凹石が主体になっている。地区

別にみると Aトレンチを中心に検出されている。またレペル的には、上位の出土が多い頷向に

ある。

第11表に石質の状況をみると砂岩、角閃石はん岩が中心に出土をみ、あきらかにIll)き石、凹

石が使用され、他の追跡での選択状況と頬似している。

以下、器種の順序にそって記述をすすめる。

叩き石

総数2点出土した。この類に分類したのは、形状が柱状に長くなる形態をしたものである。

第23似11は、外観が杵状をした立々とした石器である。長軸の両端にはやや籾曲した敲打而

が残っている。当該而は一方が広く、他方はやや狭く、その主作粟面の述いがみられる。イ本部

は自然の凹凸而があるが、 一部敲打による浅い窪みが認められる。 Cトレンチ第IIJ•:120~30cmo 

第23図3は、上記資料に比較すると大きさが小さくなり、また形態も若干異なっている。長

軸の両端が広い敲打而にはいたらず、剥離而になっている。側面は敲打痕が設っているが、い

ずれも風化が進行して触りはスムーズである。Aトレンチ第ll屈0-lOcmo 

砥石

佃か 1点出土した。第23図2の探料で、完全形ではなく、破片で手持ち大きさの略方形にな

る。これは砥石が再利用されたもので、その破狽面が風化 し、その側而の四面がいずれも細か

い敲打による扶りが観察される。砥脱面は表裟而にあり、いずれも強く門曲した而になってい

る。 Eトレンチ第III呂0~lOcmo 

凹石

同石器は形態上、 4種類に細分してみた。

a類 やや卵形をなす礫で中央に凹面を有するもの。

b類 外観が手の平におさまる棒状の形態をなすもので、 1本部中央に凹を有する小型の石僻

をいう。

c類 手の平の大きさで、鏡餅状の円盤形を呈するもの。

d類 外観がa、 Cに類似するが、その大きさが大きいもの。

e類 形態が不定形もしくは、石器の破祖部分を使用したもの。
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f類 これまでの登料を比較し、明らかに加工面が広くなるもので、一定の立方体状に整形

を加わえた石器である。凹部分が大きく深いものを一括した。

a類の石器群でtrl・4点である。第23図4、 5、第24.I図7、 9は、やや卯形に近い、河原礫を

索材にしたもので、いずれも長柚の一端に1波打痕がみられ、また側而にも同様の敲打痕が残っ

ている。主たる作業而は、表而中央の而で三液料とも浅い打而のある凹みがみられる。 4はA

トレンチ第IIJ,; り10~20cm。5はAトレンチ第III心0~10cm。 7 はA B ト レンチ第 Il /~30~40cmo

9はEトレンチ第II!必0~lOcmo 

b類の石器群である。外観が手の平におさまる棒状の形態をなすもので、イ本部中央に凹を有

する小型の石器で、第24凶 6、8、10、11、12がそれである。 6は、長軸の一端部が欠損して

いるが、全体の形状をよく残した資料である。両端部に打痕がみられ、一方側が広くみられる。

作菜而であろうか。また表裂而の中央にも敲打による凹をつくっている。 ABトレンチ第II屈

0 -10cm。 8は、長軸の両端の敲打痕のある而がほぼ同様な広さをみせるものである。表面の

みに敲打痕のある凹がある。 10は、長軸の一端と表而に軽微な打痕がみられるものである。長

軸に沿って、凹のある而はやや湾曲し反対而は平而になる。この形態は先の 6に類似する。 A

トレ ンチ第ITI磁0-10cm。11は、長軸の一端部を大きく欠落 しているが、残された部分の敲打

而と形状から本類に含まれるものと考えられる。 Aトレンチ第Il屈0~10cm。12は、 8の資料

をやや瞑みをつけた感じのある石器で、長軸の両端部の打痕や表而の凹も類似している。ただ、

本資料の側而にも打痕のある袂りがみられる。 Aトレンチ第II屈60-70cmo

c類で鏡餅状の円盤形を基するもの。第25屈113~19の7点をいう。

第25図13は、自然の円盤礫を素材とした焚料で、約曲した平而の中央に軽微な打痕を残して

いる。 他の而はつるつるした白然而になる。 A トレンチ第III必20~30cm。14.は、側而にやや凹

凸があるが、平而形が1リ形を呈するものとして含めた。表楽面の中央に敲打のある凹がみられ

る。 Aトレンチ第II/i:tj O ~ lOcmo 

15は、長軸の両端が粥1旧するように敲打痕がめぐっているが、全体観は円形をなす。表哀而

の中央に凹があるが、 一面側がとくに粗く深い。 Cトレンチ第IIJ性10~20cm。16は側而に風化

のすすんだ甜みがある狩料で、表裏而の中央には敲打面が広がっている。 ABトレンチ第IIJ邑

40~50cm。17は、 Jt!.みのあるIE円体で、表面の中央に祖め打痕が残されている。 Cトレンチ第

II J邑10~20cmo

18は、側面に1tf状の敲打痕が皿周した平而形が円盤をなした資料である。裏面が大きく {f:IJ離
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している。表面の敲打面は確認されない。 Eトレンチ第II屈0-lOcm。19は、卵を横半分に切っ

たような形状をした資料で、そのilh面の中央に敲打痕があり、その面のみ平面を作っている。

なお裂而の平而は風化面し、素材とした時点からものとみられる。 Bトレンチ第II屈30-40cmo

d類 外観がa、 Cに類似するが、その大きさが大きいもの。

第26図20は、自然の円礫を素材とした石器で、表裏而の中央に、やや粗い龍みがみられる。

品軸と短軸の両側には部分的に敲打痕がみられる。作菜而は主として広い窪みのある表裂面に

あるもの考えられる。 A トレンチ第 II/~0 -lOcmo 

21は、やや半月に近い杓円体を示す贅料である。表而の中央に窪みがみられ、その而は粗い

打痕が観察される。側面には部分的に敲打面がある。ABトレンチ第1I陪40-50cm。

22は、当該石器も上記の資料と同じ形態をなす石器である。石質のためか、やや牲而になる

が、自然の円礫が基本的素材とみられる。本石悩は表面のみに窪みがある。窪みの大きさもほ

ぽ同じである。側而には整形とみられる滞形打痕が確腔、される。 Aトレンチ第IIMO ~lOcmo 

23は、自然の曲面を有する大型礫の破片を素材とした食料であり、石器の破拍条沫料ではない。

外観が半球体になる。曲而の中央には比較的浅い敲打のある窪みがみられる。窪みの面は粗而

になる。Aトレンチ第Il屈30~40cmo

第27図24は、河原礫を素材とする資料で、側而の一部を打ちかき、外観をカネク石器状に整

えたものである。ただ面の広い側而は自然の風化而からなり、なんら研磨而にはなっていない。

表而の中央には、やや風化のある甜みが観察される。 Eトレンチ第IT庖O~lOcm。

25も、小型の自然礫を使川したもので、形應が表面は、やや平坦になり裂而が曲而になる。

いずれの而の中央にも敲打によ ってできた窪みがみとめられる。側而の一面は、やや直線状に

細かい敲打而が観察される。 Aトレンチ第II屈 0~lOcmo 

26は、上記の資料と同様な断而をなす石器である。ただ大きく破祖しているためその平面形

は不明であるが、いずれにしても小型の資料になるものである。表而の中央は破祖しているが、

打痕の残る窪みがみられる。Aトレンチ第II倍0-10cm。

27は、断而が三角柱状の石器で、その縁はいずれも風化のため鋭い稜はみられない。長軸の

一端は鋭く敲打部分が観察できる。一方の端部は広いが風化した自然の平面がみられる。図に
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示すように、稜の中央に1波打された窪みが観察されるが、やや横に敲打面が稜に沿うごとくひ

ろがり作梁而なのか明確に即断できない。 Aトレンチ第IIlrH0~20cm。

28は、やや不定形の自然風化而を有する礫を、手頃の大きさに照形した石器である。（，波打の

ある照形面も風化が進み、手ざわりは比較的スムーズである。長軸の両端には敲打而があり、

とくに一方は平坦になっている。また、表裏面の中央にもやや而の広い敲打面になっている。

なお究みには至っていない。 Eトレンチ第IIJ(?i O -lOcmo 

第281以129は、手頃な自然の偏平礫の資料である。これといった整形痕はみられないが、白然

の扶りにも似た両側而部には、かすかな打痕が観祭される。また、表裏而の中央に軽微な敲打

痕がみられる。 Cトレンチ第III位30~40cn10

30は、外観がおむすぴ型をした自然礫を素材としたものである。作業而は表面の中央部にな

り、やや井liめの敲打面が残っている。その他の而は風化した褐色面で峻われ、顕箸な加工痕は

みられない。 Fトレンチ第IIJ心10~20cmo

31は、腋形打痕がみられる石器の破片である。加工痕のある部位は破担査料であるが石器の

側殺部にあたるものであろう。 A トレンチ第Il屈10~20c1110

32は、もともと小盟の自然礫を材料にしてあるが、やや整形の加工した打而をみせる探料で

ある。1WJ而には大雑把ながら四而みられ、それぞれ敲打痕があり、而の広い中央面に租い敲打

痕が集中して存在する。まだ窪みには至っていないが作棠而であることが理解される。 Eトレ

ンチ第II屈 0~lOcmo 

33は、複数の曲而を有する球体の裸で、表哀面の中央に敲打痕のある円状の面が残っている。

Aトレンチ第IIJ凶20~30cmo

34は、口然の角礫を素材としたもので、 一而の中央に敲打而のある深い甜みをつくっている。

その他の面にはL!IJfi'(liな加工痕はみ られない。 Aトレンチ第Il/dl0~20cmo

e類 形態が不定形もしくは石が紅の破栢部分を1史用したもの。

“い第291以135は、 手のひらの大の偏平の自然礫を使mし、 その表面を作菜而としたもので腐［打痕

が中央に残されている。側而の数箇所に風化した打而がみられる。 Aトレンチ第II培 0-lOcmo 

同凶38も、同様のn然礫をそのまま仙用したもので、わずかな平面の中央に敲打痕が残され

ている。長軋Iiの一端が破狽している。Aトレンチ第 UJ邑20~30cmo

l<iJl><l36、39は、石喘の破出資料を索材として残されている平而を、作菜而として1史）廿したも
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第31図 凹石f類44~45 石錘46
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のと考えらにる脊料である。この面はいずれも敲打のある浅い窪みがみられる。また全体の形

状を整えていないため、裏而にあたる部分には敲打而はみられない。前者はAトレンチ第IlI翌
10~20cm。後者がFトレンチ第IIli'310~20cmo 

第29凶37、40は、凹石の破損食料である。いずれも曲而の中央部に位低する箇所に凹が認め

られる。前者は側面にあたる部分にも而とした敲打がなされている。また後者も小破片である

が、側而部分に1波打痕をみとめることができる。前者はAトレンチ第ITI凶0~10cm。後者がF

トレンチ第rr庖10~20cmo

f頻 明らかにこれまでの査料と比較し、自然の形状をそのままにするのではなく 一定の立

方体状に整形を加わえた石器で、凹部分が大きく深いものを一括したものである。

第30図41、42、第31図45は大まかにサイコロ状をしているタイプになる。

41は、表裂而の中央に大きく、深さが0.9cmの凹がある。また側面の四箇所にも敲打のある

甜みがあるが、快りに近い形態をなしている。 42は、典製的なサイコロタイプである。六而中

で一而が敲打のみで、くぼみはないが他の而は、敲打されくぼみになっている。そのなかで極

めて広く円形をなすものは、くぼみの見られない面の逆而にあたる。 A トレンチ第 II屈 O~
10cm。 45は、先の dタイプの範賭に近いものであるが、その凹が大きいことから、本類に含

めて説明した。全体に自然而が残る石器で、表稟而に著しい凹を作っている。長軸の両端に敲

打痕があり、また短軸の両側面にも快りに近い敲打而がみられる。Eトレ ンチ第IIJ呂0~lOcmo 
第30図43、第31固44は、サイコロの偏平品といったところであろうか。極めて丁寧に、側面

が整形されているとこるが共通している。

43は、表而の中央のみにやや広めの敲打痕があり、わずかな凹をなしている。ABトレンチ

第IIM40~50cm。44は、外観は石鹸状にもなる。表裏而は短軸方向に湾曲している。その表裟

而に軽微な打痕があり、わずかに凹をつくっている。庫り石を兼川した石器であろう。側面は

敲打痕がめぐっていて、とくにそれぞれの側而中央は快りにちかい窪みになっている。 Cトレ

ンチ第IIJd30~40cmo

阻り石

第32図47、48、第33図49の三点である。

47は、枕状をした大型の石器で表淡面に自然而が残る以外は、特に側而は敲打痕が｝笈ってい

る。表面は笥曲而をなし、媒而は平坦而になっている。 Aトレンチ第IIJ..".170~60cm。48は、横

断而が略三角形を描く磨り石で、外観は柱状ではなく一方に細くなるものである。長軸の両端

には細かい敲打痕がみられる。平而がおおよそ四而みられる滑而になっている。 Aトレンチ第

II 11'1 0 -lOcmo 
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第33図49は、おたまじゃくし胚状に杓円体をなし、その背中部分突出した幅のある稜が整形

されている。いわゆるクガニ石の範略にあるものとみられる。 加工面はその秤而側で細かい敲

打痕が残されている。またその背面の逆而にあたる箇所はわずかであるが平而があり、かなり

の大型石悩であるが、この面に槌くと安定してすわる。テス トヒットナンバー 2。

石錘

第311必146、第33図50、51の三点である。

46は、分銅製をした偏平の石器である。全体に箸しく風化がすすみ、その整形加工部分が平

而ではみられないが、側而は整形の打痕がめぐり、対応する側而に袂りが作られている。 Aト

レンチ第 IIJ屈10~20cmo

50は、外観がコルクの投状をした食料で、縦位に囲周する幅約2.0cmの溝が施されている。

器而は全体に風化し部分的に剥離し白色をおぴているが、長軸の両端の湾曲面には整形時の敲

打痕をみることができる。テストピットナンバー 1。

51は、前述の50の査料に比べると、ひとまわり大きく、外観が落下する時の水滴のような形

状をしている。器而には縦位と横位の1lll周する溝が作られている。この溝は切り合いがみられ、

横は縦で切られている。また縦が横に比べ深く、縦が幅1.5深さ2.0cm、横が幅1.8深さ0.4cmo

テストビットナンバー 1。

-6J― 
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第33図町）石49石錘50、51

-62-



第8表 石器トレンチ別出土一覧表

応
Aトレンチ J¥B Bトレンチ Cトレンチ Eトレンチ Fトレンチ テストピ屈ッ＾ 口

トレンチ 卜 IV
0 ~ 10~ 20~ 30~ 60~ 0~ 30~ 40~ 

30~40 JO~ 20~ 30~ 0~10 10~20 No. l No. 2 計10 20 30 40 70 10 40 50 20 30 40 

叩き石 l l 2 

砥 石 l l 

凹 石 1.1 5 3 J 1 1 2 3 1 2 2 7 3 42 
I 

一石 錘 l 2 3 

閲り石 l l 1 3 

合 ,11" 13 6 3 l 2 1 2 3 1 2 l 2 8 3 2 1 51 

第9表石器レペル別出土一覧

で器植

II I晋
IV 11''1 

0 ~ 10 10~20 20~30 30~40 40~50 60~70 

叩 き石 1 L 

砥 石 I 

凹 石 19 10 3 6 3 I 

,Lj 錘 l 2 

駒り石 l l L 

合 ~t 22 II 4 6 3 2 3 

第10表石器と石質一覧表

石 砂 軽 角 石 石 輝 サ 黒 輝 鈍 角 合

質 閃 英 英 ン 色 閃
黒 石 乳 石

石 閃
~' ,I 、

緑 ゴ 千
器 塊 斑 石 ひ

斑 緑 枚 ん
種 岩 石 岩 ,(_J ＂ イ·•'11 柑 石 岩 坦わ 片 宕 計

叩 き石 I 1 2 

砥 石 l 1 

凹 石 16 13 4 2 3 l l 1 1 42 

石 錘 I 2 3 

3: がり石 2 1 3 

＾ 11 

i ~ 19 l i5 4 2 3 I 2 l 2 1 f>l 
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第11表 石器 法量表

図 器種
縦 慇 幅 重丑： 石 質 出トレン土チ (/~地) /Jiii 考(cm) (cm) (g) 

第23図No.i 叩き石 17.7 7 .1 8.1 1,320 砂 岩 C, Ilfr!l 20~30 

” 2 砥 石 9.9 5.3 8.55 475 軽 石 E,]I屈 0~10 
I 

” 3 叩き石 13.l 3.8 5.7 390 角以l石斑岩 A, lI屈 0~10 

” 4 凹 石 8.95 4.5 6.0 305 ” A,IIJiv/ 10~20 

II 5 II 8.9 3.5 4,7 225 砂 岩 A, n: 厄i O~JO 

第24図No.6 ” 11.0 4.5 6. l '115 ” AB, JIJivl O ~JO 

” 7 ” 8.7 4.1 5.05 230 II /¥8, IT屈 30~'10

II 8 II 8.3 2.9 4.4 150 角以l石斑岩 AB,ll屈 30~40

II ， 
” 8.3 3.5 5.9 230 石炎伏1緑岩・ E,Il@ 0~10 

” 10 ” 9.6 4.6 5.5 370 砂 岩 A』屈 0~10 

II 1L ” 7.1 2.7 4.6 138 角閃石斑岩 A, II If') 0~10 

変成岩の一種、

” ,12 II 9.35 4.1 6.65 320 石炎黒製母片府 I¥, Il/1'1 60~70 名護）1:!l (慶以flli
~i'i島にはある）

第25図No.13 ” 9.1 2.8 8.1 300 輝 緑 岩 A,I膚 20~30 

” 14 ” 7.3 2.9 5.55 203 石英 I父l緑岩 A, JI屈 0~10 

II 15 ” 8.2 4.6 6.5 305 輝 緑 岩 C, lTJfl 10~20 

II 16 ” 6.8 4.3 6.1 205 砂 岩 AB,]J屈 40~50

II ・17 II 7.1 5.0 6.7 288 ” C.Ill~ 10~20 

II 18 ” 8.9 4.2 8.2 315 角1欠1石斑岩 E,U屈 0~10 

II 19 ” 8.8 3.4 6.5 320 石英 以1緑岩 B,Il/凶 30~40 

第26図No.20 II L2.25 5.3 9.05 830 f「lI火l石斑柑 /¥, lI附 0~10 

” 21 ” 14.0 5.3 8.5 465 サンゴ（塊）石 AB, Illt'!I 40~50 

” 22 ” 11.85 4.4 7.9 4~5 黒色下枚岩 A, ll附 0~10 

” 23 ” 16.1 5.3 11.2 1,550 角閃 石斑岩 A, II恩 30~40 

第27図No.24 ” 17.0 7.1 12.4 2,900 砂 岩 E, II/1'!/ O~JO 

II 25 II 9.5 3.8 7.35 390 輝石斑岩 A,ll囲 0~10 

” 26 ” 5.5 4.0 8.0 217 砂 岩 A.II屈 0~10 

II 27 II 14.7 4.6 7.8 550 II A, Il/1"i 10~20 
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第27図No.28 凹 石 12.3 7.8 8.2 1,090 角閃 石斑岩 E.n,m 0~10 

第28図No.29 II 16.5 4.8 10 2 1,040 砂 岩 C,Il@ 30~10 

II 30 II 10.9 5.0 8.5 420 角閃 石 斑岩 F, 1I)邑 10~20 

II 31 II 8.5 3.0 7.4 220 砂 岩 A.Ill~ 10~20 

II 32 II 8.2 5.35 7.1 4~0 II E, lT屈 0~10 

＇ 
” 33 ” 10.2 5.9 8.5 600 角 I久1石斑岩 A, I(/1"1 20~30 

変成岩の一種、
II 34 I/ 9.7 5.7 5.3 494 石炎批磁枇片岩 /¥, Il/1"1 10~20 名護R(IJ良間

諸島にある）

第29図No.35 II 11.7 4 6.8 410 砂 岩 A, JI囮 0~10 

II 36 II 10.0 7.1 9.1 730 角閃 石斑岩 A, il厄I 10~20 

” 37 “ 10.0 6.2 6.6 420 角l久1石ひん岩 A, lIWI 0~10 

II 38 II 9.6 4.9 6.3 350 輝 緑 岩 A, IT庖 20~30 

” 39 ” 9.4 5.1 8.15 440 角 l刈石斑柑 F,Il屈 10~20 

II 40 ” 10.9 7.7 3.95 '110 砂 岩 F, TIIC9 10~20 

第30図No.41 ” 8.6 5.8 7 .9 625 ” E,JI@ 0~10 

II '12 ” 9.7 10.0 10.0 L,480 角閃 石斑岩 A.Ill~ 0~10 

” 43 ” 8.5 3.7 7.9 450 石英 閃 緑岩 AB,Il屈 40~50

第31図No.44 ” 9.7 5.0 9.0 700 角 1久1石斑岩 C, Il/¥"I 30~40 

” 45 ” ll.6 6.4 7.8 870 砂 h "→9 E, TT屈 0~10 
， 

” 46 石錘 13.6 3.9 12.3 760 黒 色 千枚柑 A, lI屈 10~20 

第32圏No.47 磨り石 22.0 9.1 13.4 4,250 砂 岩 A, lI ~ 60~70 

” '18 ” 14.0 8.4 11.4 1,815 ” t¥'l[ /cl 0~10 

第33凶No.49 II 19.7 l 4. l 17.2 6,500 角閃石斑宕 謬蒻扁~0- 2 

” No.SO 石錘 15.7 11.9 12.4 2,670 鍾乳石片 CテIVス厄トビットNo.1 

” No.51 
II 17.7 15.5 15.3 5,000 ” CIV/トt'lヒ. 

テス ットNo.1 
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土器

土器は、すべて破）ヤからなり、接合して全体船形をみるものは得られていない。総破）ヤ数が

2370点になる。その破片を部位ごとに分けると、口希郊11183点 (7.7%) 、)阿部204 2、1.•~(86%) 、

底部144点 (6.1 %)、 外耳 1、l,ll(0. 2%)になる。辿跡での11111土状況をみると、 6本のトレンチ

のなかで西側のAトレンチ側が中心として検出され、束側 トレンチに移行するにつれその祉1よ

減少している。 必位的には第lI/1'"i 10 ~ 20<,;mレベルに集中している。 「l縁の特徴などからその悩

柚を推定復元してみると甕形 (83!.'~) 、鉢形 (14点）、 Jill形 (2 点）、磁形 (19点）、細破片のた

め器形不明 (65点）などに区別される。

以下、査料の記述は班形、鉢形、 JIil形、盛形とし、 他に特徴的部位である有段II縁部、山形

口秘部、枡1侮帯文土器、有文土蹄、外耳、底部、 IIJiil部の10項目に分けておこなう 。

第12表 土器、 トレンチ別出土状況

~ トレンチ Aトレンチ ABトレンチ Cトレンチ Dトレンチ
1,; 

Fトレンチトレ
JI・ 

0/10 IOI~20/3(~/• 10l6'50/71 0/1010/2(幻/J30/l(10/SI糾00/10如J30/•1101~5016( 0/10 10/~20/3100/•I 0/& 50/6(即7170/糾刺910/2( 0/10 10/2(~0/J( 

口緑部 ,~36 76 13 5 7 6 3 6 5 7 I 2 I I 111'.l 

一
外耳 I I 

胴部 l!t'I 閲5~ 1<18 ~5 f,8 117 78 61 ll3 16 18 13 7 21 閲 18 10 13 II 11 9 15 11 I ~, 8 2012 

＇ 
ー・

底部 19祁 況 II !i I 2 3 7 I 2 、l 2 I I I 2 2 141 

,lt 凶7暉 即 172 oo引 12A 町 7076 22 1B 14 7 23 61 00 11 15 I II 3 2 Iヽ 9 15 ,1 I 5 R 2 :170 

甕形

U縁部が基本的に、外返しJj附］部が張り 出す器形である。 LI縁部からみる相対的な出土批では、

63%と披も多く得られた描形である。この形態はII縁の外返の状況、胴部の張り方の位爵でぶ•

干のバリエイションがあり、さらに 3種類に細分される。なお分類にあたって、大多数がII縁

部破片からの雅定作業であることと、分類項目の中間的な携帯をとるものも少なくなく、集計

の数字がすべて実体を示すものではない。口縁部から11径を雅算すると、大きさが、 12cm-2lcm

のものからなり、数字的に多いものは15cm-16cm台のものである。

a類 口縁部の径が胴部の径に比べ明らかに小さくなるもである。同部から「l縁部に向かい、

くの字ストレートに内傾したもの。第38図35、第39図49。口縁部で外返するものと

がある。第34図1-3。前者のタイプは、外返より 内傾しているため厳密には別に

部類を必要とするかもしれないが、極めて微祉であるため本類に含めた。当類の主

体は後者である。32.点
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b類 口縁部の径が胴部の径に比べ、ほぼ同じになるもので胴部の張り出しが弱いものであ

る。第341凶4、第35図5-7 第36l'J.ll5~18。 33点

c類 全体の形状は上記 lb類に類似するが、口縁部のみが外返の著しいもの。第351公18、

9 第36図13、14、19、20。 18点

兜a類第341区11~ 3、第36凶10~12

第341以11は、全体の 3分の 1が残っていたは径推坑約12cmの資料である。頸部部分が明瞭に

つくられ、口縁部は級やかに外返している。指圧痕を船面上に残すがナデ整形が表哀面でなさ

れ、器而は緊い印象をみせている。昔雑厚0.6cm。色間が茶褐色。口縁部はやや丸く波打っている。

焼成は良好。ABトレンチ第n庖20~30cmo

joj図2は、口縁部の小破片であるが、復元推鉢すると約14cmをはかる。上記の 1と同質、岡

色をなしている。器面の胴藍はナデ仕上げで、器而がやや凹凸をなしている。痰而には整形時

の擦痕が残っている。 LI縁部下の約 lcm部分にII径約0.4cmの孔がみられる。焼成は艮好。 A
トレンチ第IlI凶20~30cm。

同図 3は、 口径推舘約15cmの査料である。 n縁部は外器而を押し延ばしたように整形したも

ので、 1-1唇部がやや王縁状に肥匝したところもある。外器而には縦f立の削り似た整形擦痕が指

圧痕とともに残されている。裂而には横ないし斜位の擦痕がみられる。色胴は褐色、胎土中央

は黒褐色を帯ぴる。焼成は良好。 Aトレンチ第1I1~20~30cmo 

第36図10は、口縁部がやや直口縁に怪い外返をし、その以下の胴部が直ぐに張り出す器形を

なす。口怪部は平坦になり、器監も一定して悪い仕上げである。砂質で器而上で細拉子がみと

められる。色糾は外器而が掲色ないしII音褐色、 内器面が）天白色をおぴる。図上1U元すると推坑

約21cmになる。 ABトレンチ第III心20~30cm。

同図11は、大きく外反した17縁部で、その直下から大きく張り出す器形を示す資料である。

口怪部はやや平坦に幣形され、そのうえから外器而に垂れ掛ける様に、 1折而が丸い凸帯文を施

文してある。その文様の後尾は、破狽していて完全形ではない。胎土は細かく泥質に近く、ナ

デ整形がなされている。色調は明褐色。焼成は良い。Aトレンチ第III邑0-lOcmo 
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同区112は、口唇部がやや平坦に近い口縁部で、器壁が8mmと厚い孜料である。色調は明褐色。

焼成は良好。 Aトレンチ第III邑10-20cmo

甕 b類第34凶4、第351図5~7、第36図15~18。

第341凶14は、口径推坑約14.5cmの甍形土船で、胴の張りがやや弱い器形をしている。口縁部

の外猫面には、布段状に似せた沈線が施されている。 沈線は波をうち、また所々消されてもい

る。外替罪而はナデ撒形でII悧褐色の光沢のあるとろがあり、内而は斜位の細かい貝殻状の照形擦

痕がみられる。焼成は良好。 ABトレンチ第III屈50~60cmo

第35図5は、甕形の口縁部究料である。口径推算約16cmをはかる。口縁部で、急に外返するも

ので、口醤部断面でやや方形状に肥1¥lしている箇所がある。外器面は指圧痕がみられるがナデ

撒形され、内船而は横位の細かい擦痕が走っている。色糊が暗褐色。焼成は良好。 ABトレン

チ第Ul'::'.i50-60cmo 

同凶 6は、 1-1縁部から級やかに)]Iii]部に移行を示すlコ縁部資料である。口縁部はやや波状を呈

し、口径拙鉢約l6c111を計測した。外僻而はナデ整形でほとんど凹凸はみられないが、やや風化

が観察される。内器而は横位の幅のある木状の擦痕がみられる。色調は暗褐色。 焼成は艮い。

ABトレンチ第IIJ?i30-40cmo 

同固 7は、前記 6の抒料と同じく胴部から口縁部へ級やかに外返をする査料である。口径雅

算約17cmをはかる。これまでの査料と異なり、 5~ 6mmと器監が駆く、器而上に石英砂粒が露

出している。焼成は弱く明褐色をおぴている。器面襴整はナデ仕上げで、外器面に凹凸が残り、

内喘面は剥離し粗而になっている。 Aトレンチ第IIJ•:130~40cmo 

第361必115は、 u縁に沿って指頭痕がよく残った食料で、口唇は波状を呈しているが、その而

を欄整するように平坦に照形され、部分的に浪されたようになっている。口縁部断而からする

と、直状に近くに1唇部で外返を示している。外猫而は馬褐色をおぴ、粘土つぶが部分的に付滸

したような机面になっている。内船而は明褐色でナデ撒形されている。焼成は良好で堅緻であ

る。 Cトレンチ第Il庖 0-20cmo 

同図16は器而調整がナデによって丁寧になされた食料である。 器壁は 6mmと一定している。

17唇部はまるい。外悩而は校褐色で1)、j器而は褐色を帯ぴている。胎土は、細かい粒子の混入し

た泥質で、焼成は艮い。ABトレ ンチ第IIJ忍10-20cmo
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第361区]17は、口唇部分のみで怪い外返をしめす破片である。指圧のために1縁部の器歴の厚さ

が一迫していない。伶紅面には細かい粒子が浮き出し、ザラザラしている。焼成は艮。色調が明

褐色。Aトレンチ第JII心20~30cmo

li1Jl-;t,ll8は、口牲部の断面が舌状を呈した破片で、前記の資料luJ様に軽い外返をしている。器

而は泥質のため滑らかであるが、きめの細かい砂粒が観察される。焼成は艮。色間は淡褐色。

Aトレンチ第II/1,'J 30-4.0c;m0 

甕 c類第35図 8、 9 第36区113、14、19、20

第35図8は、著しく外返をするLI縁破片である。 口唇は稜のある平而が外向きに作られてい

る。口径推鉢約15cmをなす。内外面はナデ整形がなされ、器而はスームズな而になっている。

色訓は灰褐色。焼成は艮好。 Aトレンチ第ITI位30~40cmo

liiJI火19も、多く外返を品する口縁部査料で、 1火l上復元すると口径推坑約22cmをはかる。内拙

而には、布段をおしつぶしたような沈線が一条みられる。僻而はナデ整形で、外悩而の口縁部

に指圧痕を残す以外は良好である。色間は暗褐色。焼成は良好。 ABトレンチ第1I屈20-30cmo

第36図13は、外返した舌状の口縁部破）ヤである。器面は調藍時の指圧痕が残るが、全体にナ

デ整形がなされ、手触りがスムーズになっている。色調が褐色で焼成は良好である。A トレン

チ第IlJ•:1 30-40cmo 

阿凶14は、強くおりまげる様に外返された口縁部で、口唇部が丸く整形されている。外船面

はナデ整形がなされているが荒れている。色網が褐色。内而の糊整は艮好。焼成も良好で堅緻

である。A トレンチ第IIM20~30cmo

同図19、20の食料は、いずれも 17唇部が平坦になり、そのU縁部が外側に肥厚した形状にな

る。また全体に 4mmと比較的疎い器盤である点が共通している。前者は、口縁部の外器面にほ

そぼそとした沈線があり、それと平行するように指圧痕がみられ、ナデ整形が丁寧であるため

全体になめらかである。赤褐色。焼成は良い。細かい砂粒が器而にみられる。A トレンチ第II

屈20~30cnし。後者は、口縁の外返が指頭圧痕のカープになるものである。焼成は艮好。色胴は

晶褐色、ナデ整形がなされているが、前者ほど泥質ではない。Aトレ ンチ第IIJ灼10~20cmo
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第36図 甕形土器a類10~12b類15~18 C類13、14、19、20鉢形土器21
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ー 73-



鉢形

U縁部の径が胴部の径より大きくなるもので、 胴部の張り のない器形をなす ものである。た

だ、班形c類に類似するものもあるが、直線的な器形と船窃の低くなるものを範団にした。泣

的には 8%になる。

大きさを、口縁径から推鉢すると、 18cm~21cm台のものになる。

a類 11縁部から）阿部へほぼ斜めに直線的に移行するもので、怜伍邸の高いものと低いもの

がある。 14点

b類 訂面廣衛氏が形式骰定した土器で、俗而に積み跡の隆起が残され、器而桐整もやや

祉い土器である（注 1)。胴部片で鉢と判断されるものが 2! ばある。また船形の判

断ができないが、間辿いなくこの形式のものと分かる小破片が他に10).閉出土してい

る。口縁部は得られていない。

鉢 a類第36似121、第37以122~24、26~28

第36図21は、直lごl秘でほぼまっすぐに胴部へ移行する器形の鉢形口縁部資料である。II径推

坑18.5cmをはかる。外船而は、ナデ整形が良好で平柑であるのに対して、裟而は滞而全体に指

圧痕が残され、対象的である点が特徴である。 U唇部は駆さは一定していないが、平坦になる。

また輸租み跡が内外器面にみ られ完全に梢し切っていない。背;})¥6~ 7 mmo焼成艮好。きめの

細かい石英粒子が器而で黒い光沢と してみとめられる。 色調が外器面のl」'縁部付近が黒褐色、

その胴部辺りが褐色をおぴる。 一方、内器而は全而に焦色を呈している。Aトレンチ第Ill心〇

~lOcmo 

第37図22は、推坑口径26cmをはかる大形の口縁部破片である。 II緑部は、口性部近 くで外返

をみせ、波状を呈している。 内外器面上には整形時の指圧痕がのこり、やや牲而になっている。

外器而の ~I縁部 4cmは横ナデがみられ、それ以下は縦位の幣形擦痕が無数にみられる。よた穿

孔が二箇所あり、一つは1-1唇部より約 1cmに孔径が約 2mmものが、 他は、破狽而にまたがるが

口唇部よ り約 3cmに孔径が約llmmのものある。 焼成は良い。色岡は黙褐色。Aトレンチ第III心

20~30cmo 

同図23は、石窃後元をこころみた貨料で、口径拙符21cmをはかる。上記の22の資料 とIV]じく

口唇部で価かに外返をみせ、 /][ii]部へ微かに独れながら底部に移行する猫形をなすものである。

LI唇部は大きく波打ち平坦に整形されていない。 内器面は、比牧的丁平に器而糾腋されている

が、外鈴而は積み痕部分が波打ち、その存在が確認される。-~罪而の鯛整はナデ照形そして昧11而

というわけでわない。焼成は良い。色rJiJが黒褐色から1月褐色。ABトレ ンチ第JIJ,;,J5•~ 6•~lll o 
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第37図24は、白磁の3£縁の様に肥l駐がみられる口縁部片である。ただその整形はやや不安定

で一定した厚さがない。器而はしっかりしていて、ナデ整形が内外器而でなされている。内器

而はII沼褐色、外猫而は褐色を呈する。焼成は艮好。 ABトレンチ第II屈 0~lOcmo 

同似126は、口唇部が舌状を呈する破片で、領きから浅鉢形をなすものと思われる資料である。

指頭痕の残る 11縁部付近は、ナデ整形がみられ滑らかであるが、その以下は整形時の擦痕が梢

し切らずにのこっている。細かい石英砂粒がおおく滉入している。 IV)褐色。色糊は良いo Aト

レンチ第III邑30~40cmo

同~127 も、上記26同様の器形をなす小破片である。 口唇部は平坦に整形され、内外器而はナ

デ調整が丁平になされている。なお26でもみられたが、内而には輪積みの段部が梢けし切らず

に段をつくっているところが注目される。 内外器而が暗褐色。焼成は良好。 ABトレンチ第n
屈40~50cmo

同図28は、 LI唇が平坦に整形された口縁部宍料で、級やかに大きく外返を示している。傾き

が大部ふせたため本項目にいれたが、壺の可能性もあり、断定ができず、とりあえず当項目で

紹介した。内外器而ともナテ整形が丁寧で、 7mmの均等のな汎墜になっている。 jjも入物に価かに

白色の砂粒子が見られる。焼成は良好。色胴は内外器而とも褐色をおぴる。 Aトレンチ第III心

20~30cmo 

鉢 b類第37凶29、30

当該土器は、器面の粗而が特徴的なもので、総数12点検出されている。ただ器形が判断され

るのは、凶に示した第37図29、30のみである。両沢料とも胴部の資料で、口縁部は得られてい

ない。いずれも焼成は良好で、外器面側の輪籾み痕が斯著にみられ、また器面は荒れた状態に

みられる。前者は 5~ 9mmのJ}f.さがあり、色調が赤褐色をおぴる。 Cトレンチ第IIJ~40~50cmo 

後者は外器而が暗褐色、内器面が赤褐色である。器悼は 5~ 1.1cmをはかる。Aトレンチ第Il

ld20~30cmo 

皿形

口縁部が大きく外に傾斜し、器高が低くなるもので、 2点検出されている。図化した査料は、

第37図25で、口径が約14c1uと推定できる破片である。口縁部の外而部分を強く整形したためか、

若干＜ぴれた状態になっている。）I台土中には、細かい石英砂粒子が滉入しているのが観察され

る。ナデ照形が丁寧で器而上には館出していない。外諾而の色調はII音褐色、内而が褐色を呈す

る。 ABトレンチ第 1I屈30~40cmo
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有段口縁部団料

口縁部の外控而に段ないし線に近い痕跡をなすもので、肥l以口縁の辿化か、もしくは、枇 ,.● 

段の輪梢みの痕を、そのままみせている可能性もある。また段のかわりに線で表祝したものも、

ー！心この項目に含めて紹介する。検出された資料は、全部で11点、さわめて徽址である。

有段部分の整形状憩で、大きく 三種類に分類される。

a類、明らかに段を有するもので、カヤウチバンタ式土器に近似した口縁形態をしたもの。

第38図34、36 2克．

b類、布段部の調整が概して丁寧ではないもので、当該部分が撫でつけるようになされたた

め、段部分が器而上では不規則な波状にみえるものと、段部分が捲れる様にすり付け

られ、線状になったものがある。後者のものは口唇から段部までの幅が狭いのが多い。

第38図31、35、33、37、40 8点

c類 当骸部分にあたる箇所が、まった＜ 沈線で表硯したもの。 第381%132 l 、,.'~

布段a類

第38図34 は、 1倣かに外返する口縁部破片で、 1 1 唇部下の約2.5cmの外墜面に段をつく る；代料•

である。表裏而に黙色の器而が残り、魚ljがれたところでは褐色の地JJJLがみられる。焼成は良。

ABトレンチ第IIJ心30-40cmo

同図36は、くぴれる様な口縁部孜料で、破損部の下部に丸く段部をつくっている。段部の整

形は明らかに、この部分のみでなされており 、）他原するものではない。ナデ照形が丁寧である。

焼成は良好。色調が褐色。Aトレンチ第J1/凶10-20cmo

有段b類

第38凶31は、口径雅Zr.l6.5cmをはかる甕形で、口縁部のみが強く外返を示している。打段部

はロ1i-下約3.5cmを!j・J・iJlljする。 明確に意識させるものではなく波状を世し、そのJJEJMも明確な

ものではない。内器而は、横位の貝殻擦痕が全而にみられ、その上からナデ調整がなされ、 そ

の段の痕跡はまったくみられない。焼成は良好。色胴は赤褐色。器監の11/..さ5mm。Aトレンチ

第 IT/~50~70cmo

同図35は、やや内傾する亮形の口縁部穴料である。口唇部はやや波うち、口唇部下約 4cm付

近に段があり、その段の整形は波打ち、丁寧ではない。外悩而は暗褐色、内器面は褐色を基す

る。器而ヒで石炎徹粒子が胞められる。焼成は良好。 Aトレンチ第IIM 20~30cmo 
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第38区133は口唇部が平坦で、有段の口縁部肥原幅がわずか約 1cmと細いものである。段の整

形は悪く、波打ち、とこると＇ころでなで泊されている 。また肥1¥-もわずかなもので明確にはみ

られない。 小破片であるが、推多r.u径約16cmとなる。焼成は艮好。胎土には石英砂粒が認めら

れる。 色欄が褐色ないし淡い褐色を呈する。Aトレンチ第IIM20-30cm,, 

同図37も、上記の33同様にn唇下約 1cmの肥原U縁部破片である。口唇部は平坦に整~,るされ、

段部は指で押しつぶしてつくるため、とこ ろどころ線状になっている。 Jj台土は泥質で、 焼成は

良好、色糊が灰褐色になる。 ABトレンチ第ll},:j 30-40cmo 

同図40は、全体に風化したに1縁部査料であるが、外器面部に段部がみられ、沈線状に浅いく

ぼみがめぐっている。器面は剥離しているが、口緑に沿って整形時の指圧痕が残っている。焼

成は良い。色調が褐色。Aトレンチ第IIJ,:j 30-40cmo 

有段c類

第38秘132は同様に、外返が著しい貸料で、 n径椎坑約18omをなす。注目されるのは、 「l緑下

約2.5cm部分に幅が約 1mmの細く浅い沈線が一本施されていることと、その間に、粘土を追加

して押 し広げた様な有段ができていることである。全体にナデ整形されているが、指圧痕がrl'i

し切 らずにのこっている。口唇部はやや波打っている。 色胴は淡褐色。焼成艮好"Aトレ ンチ

第 IIl~l0~20cmo

山形口縁部

売形ないし、鉢形の口縁部に伴なうものとみられるが、破片が小さいこともあり、 その所）成

する器形との関係は迫及しがたい。したがって、部位のみの分類となる。総数 8点検出された。

a類 肥J"!f..する 山形 口 縁 部 第3812139、41、42、43。 4点

b類 ）把原しない山形11縁部 I司図38、44、45、46。 4、1ば

山形 a類

明確に山が二つ確懃されるのは、 41のみで他は山部分のみの破片で単独のものかどうかは不

明である。

第38図38は、そり返るような外返を示す口縁部で、やや波うった口昏部に1敗かに肥）駁したlIJ 

が付されている。破損部が山部分であるため、その屁開は不明である。器面はナデが'I(伽底 され

焼成が艮好であるため、手触りが良い。色調は赤褐色である。 Aトレンチ第ITJ凶20~30c.-mo
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第38凶39は、 山形部分を整形するため張り付けた粘土部分が外器面にみられる口縁部である。

灰ないし黒褐色の器肌に、細かい光沢のある石英砂粒子が大益にみられる資料である。焼成は

良好。 Aトレンチ第 Il陪10~20cm。

同l図41は、外返の強いに1縁資料で、肥匝する山形Cl唇になる。なお山形は、中央より微かに

二分されている。器而は風化しているためか、やや砂質になり、明褐色を呈する。Aトレ ンチ

第IIJ•:130~40cm 。

同図42は、先の38、41と同様の外返形を示す口縁部で、肥）¥した山形が付されている。中央

の舌状になった山の両側には、刻みがみられ、刻みの深さからすると両側にも山が屈開する可

能性もある。残念ながら欠落しているため、その部分については不明である。焼成は良好。色

腑が暗褐色。Aトレンチ第Il屈30~40cmo

同1図43は、縦位の粘土張り付けで山形にした汽科で、内外器面に）］即原が残っている。口縁蹄

の残りは悪いが、内湾器形をなすものと推測される。胎土は泥質で、焼成良好。色隅が明褐色。

ナデ整形は良好である。 A トレンチ第IlI凶20~30cm。

山形 b類

ほとんど肥駆をみせず、破片が小さいためでもあるが、一つの山のみである。第38図38、44~4G。

同図44、45の資料は、口唇部断而が舌状を呈する資料である。前者は、やや外返を示す鉢形

で小さい山が腔められる。後者は口縁がやや内湾した鉢形の口縁資料になっている。口唇部が

大きく破損していて確定は出来ないが、残存部の刻みと丸く山形に移行する部分から大きな山

が予想される。いずれも焼成が良好で、色調が褐色をおぴる。調整はナデがなされ船而はスムー

ズになっている。両資料ともABトレンチ第II屈10~20cmから出土している。

同図46は、器而に指圧痕を明瞭に残す山形口縁部究料で、 突起の様に付されている点は前記

の38と同じである。断而形状からも外返を示す小型資料である。胎土は砂粒子がみられ、砂質

をみせる。焼成は良好。色調は馬褐色をおぴ、硬質の感じがある。ABトレンチ第IIl•:1 0 ~ lOcmo 

有文土器貴料

布文土器は、 19点の破片が得られている。文様の種類は基本的には、箆描き沈線文様、凸帯

文様刺突文様の 3菰類からなる。文様の形限、文様のエ具の仕様、施文部位によりさらに細

分してみた。

A類沈線文様 11点

a、直線構成で鋸歯I犬に描くものと平行線に近く沈線を描くものがある。

第39図47-50、54-57

b 幅広の箆で曲線を主と して描くもの。第39悩151、52

c 細沈線で文様を描 くもの。第391必153
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B類 凸幣 文様

a 細い丸鎌状になるもの。 第36図11

b 紐状にした後に、箆などによる刺突文様が組み合わさったもので、 aのような紐状の

形を残さない。第391以158、60-63

C類刺突文様のみのもの。第391郡159

その文様は、凸帯文にもみ られるが、ここでは単独にあるものをさす。第391刃59

Aa類

第39図47、48は、大きく弓なりに外返する口縁部孜料で、口唇部は平坦になっている。いず

れも外器而に鋸歯l犬のシャープな沈線が施されている。両者の異なる点は、前者のLI唇部の刻

文様はやや半栽竹竹状のエ具によるもので、後者は、沈線で切る様な刻みになっている。前者

は外器面に横位の擦痕がみられ、ナデ閻照がなされている。焼成艮好。色調が赤褐色。ABト

レンチ第II屈 0-10cm。後者は、やや器面の風化がみられ、ヌメっとしたJJJLをしている。焼成

は良い。色餅］が明褐色。 Aトレンチ第ITI心20-30cmo

同1以149は、少々内傾した口縁部破片で、 LI怪は平坦になる特徴がみられる。外器而には斜位

の沈線が施文されている。小破片のため、文様の）RIJlilは不明ではあるが、やや1ll1線の堺皿気も

みら れ、胎土中には大祉の細かい砂粒子が混じっている。焼成は艮好。褐色をおぴる。 Aトレ

ンチ第11屈10~20cmo

同凶50は、外返を呈する探料で、口昏部が平坦に整形されている。外器而には幅約 4mmの単

ベラで、鋸歯状の沈線文とその直下に横位の沈線文が組み合わされて施文されている。17唇部

には刺突による刻文が施されている。Aトレンチ第Il庖10-20cruo

同l火154、55、56、57の四クt料は、いずれも胴部破片である。54は、 斜位の平行する浅い沈線

が、倣かに残されている。胎土は泥賀で細かい。焼｝成は良い。色胴は褐色ないし明褐色。Aト

レンチ第II10Z0-30cm。同囮55は、約 2mmの明瞭な斜位の沈線がみられる資料である。焼成は

艮好。色訓は褐色ない し茶褐色。 Aトレンチ第Il11:! 0 -10cm。同凶56は、石英砂粒子が大祉に

混入した；食料で、斜位の沈線が三条みられる。僻而は風化しているが、 沈線の幅が約 2llllllとよ

く残っている。Aトレンチ第III凶10-ZOcm。57は胴部の微細片で、わずかに沈線文様がみられ

ることから取り上げた。圏上の左隅にみられるのがそれで、右の縦位のものは、洸入物の剥離

した痕の罰みである。焼成良好。色調が褐色。Aトレンチ第II/ci20-30cm o 

Ab類

第3912151は、比較的大きな胴部の破片で、全体の文様の展I井］は不明であるが、 1IJ:J線や直線が
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横方向に浅く施文されている。文様のエ具は幅2mmほどの単ベラである。 1mm以下の石炎砂粒

が器面上でみられる。焼成は良好。色襴は賠褐色。Cトレンチ第IIIり130~40cm。52も胴部の小

破片で、外替罪而に波状に51の査料とluJじ様な工具で、浅く描いている。内而に貝殻；LKの招痕カ

残っている。焼成は艮い。色間は赤褐色。 ABトレンチ第III凶50~60cmo

AC類

第39囮53は、文様の展開状況は不明であるが、残された文様からすると、幅3mm程の皐ベラ

と恐らく同様なベラの泄い方を使用して描いた沈線文様からなる。残された破片でみると、対

称的な幾何学的文様が展開している。焼成は良好。胎土中に微砂粒が大祉に¥11:.入している。褐

色をおぴる。ABトレンチ第1I屈 0-lOcmo 

Ba類

第36図11は、口縁が直状にな った訂の破片でBa類の凸帝文様を「！唇部から外悩而に画れ掛

けるように張り付けてある。「l唇はやや平坦になり器而の撫で整形はよいが、外僻而の訂部分

に整形時の指頭痕がみられる。焼成は良し。色間が黄褐色。僻）!f-6 mm。 Al、レ ンチ第 Ill•;,:,; 0-

lOcmo 

Bb類

第39図58は、斜位に凸帯文様をほどこすが、大部形をくずしている。また凸菊文様の上には

これもくずれた半栽竹管で刺突された文様がみられる。やや外返ぎみの垂直にのぴたn縁部破

片資料である。内面には横位の整形擦痕がみられる。「l唇下2.5cmの箇所に径5mmの子しが穿た

れている。 Aトレンチ第III磁20~30cmo

同凶60は、同部査料で横位の幅 6mmほどの凸俗文様にくずれた半栽竹符文を刺突 して施文し

てある。焼成は艮好。色調が褐色。 Aトレ ンチ第 Il屈20~30cmo

同凶61は、胴部から同部にいたる部分の探料で、外器而に凸帯文様が張り付けられている。

小破）ヤのため全体の展開は不明であるが、刺突もみとめられる。裏面にも平行する細かい整形

の擦痕がみられる。Aトレンチ第IIll'.!110~ 20cm。

同図62、63の資料は、幅が8mmほどの凸幣文様で、前者には斜位の刻みが見 られ、 後者には

文様がみられない資料である。いずれも凸楷は明瞭に弛糾されている。 前者は赤褐色。後者が

明褐色をおびる。焼成はいずれも艮好。出土トレ ンチ も同じく Aトレンチ第II/•;110-20cnto 
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C類

第39図59の口縁部費料である。緩やかに大きく外

返を呈し、口唇部分が）j巴原がみられる。口唇上と胴

部に同一の刺突文様が施文されている。エ具は半栽
ヽ

竹瓢でに1怪部はシ ャープであるが、外僻而のそれ I 
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外耳土器

1点のみ検出されている。大きさが約縦1.0cm、横2.4cm、原0.5cmで比較的小さい横耳である。

取付け部分からの破拍で、その状況を1は元すると斜め下がりの形態をとる。耳そのものは、形
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状を良く残し、突出部分の面は丁平に整形され、略方形に近い。器面の保持も良好でナデ憫照

がなされ、やや光沢もみられる。色調は褐色。混入物の極めて細かい砂粒が認められる。AB

トレンチ第Il培10~20cmo

壺形

本査料と判断さ れるものは19、点である。外返するものが一般的であるが、口1怪近くで微弱な

外返を呈するものと、顆部近くから大きく外返するものがある。壺と明確に判断されるのは、

第41図64-67で1-1径から、大きさを推坑すると、 6cm-7 cmのものが認められる。 68~75は小

破片のため蕊形以外の小型のLI縁部究料も含んでいるかもしれないが、明瞭な賽料を栂ていな

いため本類に含めてある。

第41図64は、顆から上部に向かい、ややひらきぎみに外返する17径拙坑6cmの壺の11縁壺料

である。 内而には輪和みの痕跡がみられ、幅が約2.5cmをはかる。 11台土は細かく精練され、微

砂粒子が多く況入している。内外悩而は丁睾なナデ整形がなされ、なめらかである。焼成は艮

い。色鯛が褐色。ABトレンチ第TI1630~40cmo 

同図65は、顆部がやや直にな り口西部で反り返る形態の究料である。胎土は泥質で、きめが

こまかい。焼成は艮い。色間は褐色をおぴる。Aトレンチ第II屈G0~70cmo

同図66、67は頸部が直で、口縁部が怪い外返を示すタイプである。前者は口縁部付近が1拡か

に肥）厚がみられる。焼成は良好。 色間は褐色。きめの細かい微砂粒子が器而上で畑いてみえる。

口径推鈴7.5cm。ABトレンチ第TIJ邑40~50cm。後者は、無）jじ原の口縁部で、口径推符で5.7cm

と蚊 も小さいものである。器而のところどころで徹砂粒がみられる。焼成は良い。色調が褐色。

AトレンチnJが20~30cm。

同図68、72、73、74、75の資料は、口縁部がかなり外返を出するものとみられる名t料である。

器槌は 3~ 4mmと薄い。68はi炎灰褐色で、悩而糾整は艮好。Aトレンチ第II屈0~10cm。72と

74は器面がやや風化 した資料で、手触りで猫而の粉が付箔する。前者は褐色。Aトレ ンチ ITJ性

0 ~10cm。後者は橙褐色をおびる。 Aトレンチ第flJ~30~40cm。 73 は 1 1縁部が舌状に先細りに

なる形態である、 内而側の口唇部は立繊して平坦 にしてある。色桐は褐色。焼成は艮い,;Aト

レンチ第Il庖20~30cm。75はナテ憫足形された器而になるが、口縁部に沿って整形時の指圧:J氏が

残さ れている。焼成は良好。色糊が褐色をおぴる。 Aトレ ンチ第Il庖20~30cm。

同凶69、70、71はやや傾斜が弱いタ イプである。 69、70は、焼成良好で、器面も硬伐でしま っ

ている。整形はナデ調整である。色割はいずれも褐色をおぴる。前者は、 Aトレ ンチ第Ill忌20

~30cm。後者はABトレンチ第Illf!i O ~ lOcmo 
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底部貸料

145点の底部破片が得られた。それらは尖底、平底、くぴれ平底の 3タイプに大別 される。

後者のくぴれ平底は、さらに 7植13の亜柚タイ プに分け検討してみた。全体的出土比率をみる

と、尖底 2% (4点）、平底 1%以下 (2,1.¥0、くぴれ平底97% (139点）となり、圧倒的にく

ぴれ平底が主体となる辿跡になっている。また、くぴれ平底の11~ も多い形態では、 Fbのタ イ

プであった。

I類 底が尖るいわゆる、尖底タイプで、このなかには明 らかに乳））外犬をなすものと砲•Jiji

状に尖るものがみられる。

rr類 平底をなすが後述の皿類とは異なり、底径が小さく、器全体の大きさは不明である

が、大形食料になると I類の範耐にもなる可能性のあるタイプである。

m類 平底で広く安定し、立ちヒがる外墜部分の特徴から呼称される、いわゆる＜ぴれ平

底n このグ）レープが本辿跡の主体をなすもので、形態、その大きさ、 g伶厚、内底而の

形態などからさらに細分される。底径が尖測できる；氏料が82点、推卯不可能な ものが

残る57,点からなる。

第42!ZI底部分類概念図を略記した。 A~Gの7種に分け、さらに13拙類に細分してみた。

ill A類 底部の造りが円盤形をしたもので、したがって底而の器）立が駆くなり、その外器而

のくぴれも極端に弱いものである。第431公182、83

ill B類 1J、1/氏面の造りが狭く湾1lkして、外器而のくぴれが明瞭に造られているもの。第43li<I

84~86、90~93これらは内底の）豆さと大きさにより 、細分される。

a、内底の辟接が駆く、底径の大きいもの。

b、全体に小形になり 1J、J底がやや陣く、底径もそれにともない小 さくなるもの。

皿C類 ヒ品の bに比ぺ内底面は広くなり、かつ裏底而も全体に安定したつくりをしたもの。

＜ぴれの外観は上記のB類に比較すると幾分剥くなっているものが多い。第43l'i<l87

~89、95第44図96~100

a、内底の器監が駆く、底径の大きいもの。

b、芳干底径が小さくなり、その底部中央の器原も薄くなるも。

ill D類 特徴的なのは、くぴれの~It形が稚拙で、 一兄＜ぴれ部分が放れた形をしているもの。

第4'11凶102~109 

a、1J、」底而は広く、また、媒而およぴ内底而が凹凸を造りながら盛りヒがるもの。

b、内底而がさらに広く、替伍偲が薄いもの。
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m類 E類 底部の造りが丹梢なもので、概して外船面のく

ぴれのつくりが均整がとれたもの第441::<1112~116 

第451図117~120、138第461必1143、144、151

a、内底而が広く、内面の立ち上がる脇に稜がみられ

る。 また、くぴれの仕上げも丁寧にそりかえるよ

うな形状をなし、かかとができたもの。

b、内底而の立ちヒがりやや、厚く、また、くぴれの

造りがやや a類よりは強調されていないもの。

Ill F類 底器厄と器横がほぼ同じ程股の薄いン食料である。

第45図123~137第46図139~142、145~148

a、底径が比較的小形になったもの。

b、底径が広く、内底而も立ち上がり部分まで広く確

保するように・整形したもの。 ＜ぴれは比較的低く

整形されている。

皿G類 内底而が広く、 JUL状になったもので、立ち上がり

もしたがって伏せがちにな ったもの。第44図110、

111第46図149、150

a、くぴれが明瞭であるが、つぶれた状況をみせるも

のがあり、 内底而の器堕も班くなるもの。

b、くぴれの造りが弱くなるもので、底部のホルムは

aとほぽ同じになる。ただ内底の器様は駆くなる

ものが多い。

底部I類

第43図76-79の4点がそれである。いずれも尖底の部分破

片査料である。 76、77は、ほぼ同形態をしめすものである。

両者とも褐色をおぴる 。 前者は、 D ト レンチ第 II /~50-60cmo

後者はDトレンチ第II庖40-50cmo

同固78、79は、底の中央部が、さらに1.lJ/3[が鋭く尖る乳房

状尖底になっている。前者は胎土がやや粗く、赤褐色をおぴ

タイプ不明破片52 数字は個数 る。 Cトレ ンチ第JII凶30-40cm。後者は先の76、77と1i.1Jじく

第42図 底部分類概念図 』台土は細かく精線芦れ、褐色を呈している。 Aトレンチ第lI

)','H0-20cmo 
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底部n類

2例のみである。第43図80は、底径が約2.7cmと小さ いも のを特徴とする。底から)Jin]部へ移

行する部分は、稜はみられず緩やかなカープを描く。内1氏部分は即く約1.8cmをはかる。悩而

はやや倒離が進でいるが、整形時の指圧：Iiiが残されている。胎土には石英砂粒が大祉に混入し、

剥離した器而上で観察される。色訓は褐色。焼）成は艮い。Aトレンチ第II1111 0 -lOcmo 

同凶81は、底径の小さいくぴれ平底である。全而に破拍していることと1科滅が進んでいるた

め、凶而上の器形複元が難しかったが、残存部分から検討した結呆がIZlのとおりである。胎土

には石英（化裸、亜角裸）、黙色物質が多く批入している。器面はすでに剥離してるいためこ

れら混入物が器面上に筋出している。灰褐色ないし褐色。底径5.3cm。Aトレンチ第llll'.!'./20~ 

30cm。

底部皿 A類

第43凶82は、底径が小さく、かつ')、JI氏の器)!/-が駆いものである。破す比代料であるが、底径拙

符3.7cmをはかる。外壁而には照形時の指圧；J氏がみ られる。胎土中には石炎の砂粒が認められる＂

焼成は艮好。色網が褐色。Al、レンチ第lI/,;110-20cmo 

同図83は、底径部分が完全に残存するもので、底径4.9cmをなす。底部のつくりは、ド）盤に

輪積みをする製法をとるもので、外器而はナデ糀形が丁牢で滑面になる。内船面は刷毛目状の

整形擦痕が残されている。焼成は良好。外器而の色調は褐色、内器而は黒色をおぴる。Aトレ

ンチ第III心30~40cmo

底名JIill Ba頻

第431郡84.は、焼成、胎土が上記の81に類似し、 iJe入物も粒子が細かくなっている辿いがある

だけでよく 似ている。＜ぴれは大きく狭くつくられている。外船而の色割は灰褐色、内斜湿iは

褐色をおぴる。底径推符5.1cm。Aトレンチ第II/,;120~30c:mo 

同凶85は、底部をそのまま残存するもので、底而はだるまの様に約曲の凸而にな っている。

底径が4.7cmをなす。外器面にのくぴれ而には照形時の指圧痕が消し切らずにのこされている。

器面の糊整はナデでなされ凹凸が観察される。内底面は丸 く、ところどころに竹ないし木とみ

られるエ具で閻整された擦痕が認められる。j[iと入物に細かい石英砂粒がおおく入れられている。

焼成は艮好。色調は暗褐色。Aトレンチ第Illi;'.i20~30cmo 
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第43凶86は、底而が曲り凸面になった底音II脊料で、半分が欠落している。底径推符5.5cmを

引測する。 ＜ぴれ部分には、並列する様に整形圧痕が残っている。外器而は良く残り茶褐色を

おぴる。焼成艮好。底径雅坑5.5cm。ABトレンチ第IIJ凶l0~20cmo

第43 1~190は、だいぶ邸滅が進んだ底部破片で、底径批坑5.2cm をなす炎料である。 ＜ぴ;fし

は大きくし、 内底面のや甜厚がある特徴がみられる。外拙而のくぴれ部分には指圧痕が観祭され

る。焼）成はJ込好。色間は褐色をおぴる。 Aトレンチ第ITJ心40~50cmo

底部IllB b類

第43図91もIJ:'{;.. 部の小破片である。外船而の調院は箆ナデをした様に幾つもの細かい平而がみ

られ、また整11~時の指頭痕がのこされ、全体に器而の仕上げは悪い。焼成は良好で、赤褐色な

いし褐色をおぴる。細かい砂粒はみられるが、全体に微址である。底径推坑4.9cmをはかる。

Dトレンチ第III心41J-50cmo

いずれも内底而が粥の底の様に防鼎するもので底径が比ii史的小さく、かつ僻憶が薄いもので

ある。 92は底部が完全に残存する投料で、底径が4.8cmを計測する。前者の狩料に比べ、くぴ

れの仕上げもT率で縁も膊くなっている。拙而はナデ整形で底而もふくめ骰而はスムーズな而

になっている。Aトレンチ第 JIJ00-10cm。

93は半欠落した底部で、 1胆罪底径が4.6cmをはかった。1位かにのこったくびれの立ちヒがり

部分には、幣形時の圧痕がみられ、そのくぴれの縁も波打っている。焼成は良好。色岡は褐色。

Aトレンチ第III凶20-30cmo

底部皿ca類

上記の bに同じく 1J、1底而は丸く広く、また底横がJI凶く、さらに底径が大きいもので、そのた

め、どっしりした感があるもの。外観は上記のものに比べ、くぴれは幾分弱くな っている。

第431区187は、底部の小破片で、船而の1/(IJ翡Itがみられ、胎土中の細かい石英砂粒が表に9がI',し

ている。色閻が灰褐色ないし橙褐色をおぴる。木狩料もくぴれ部分に指圧痕が明瞭に残されti'l

されていない。＜ぴれの縁は不定形である。底径推坑5.5cmをなす。 Cトレンチ第lI思40~50cmo

岡似188は、底部全体の半分以上を残す貸料で、くぴれも大きなカープを描くように整形され、

これまでみられた脆形時の指圧痕は、丁寧にナデriりされている。底而部分は、外周に粘土の付

府がみられ、結呆として中央部がくぼみになっている。内底而には、刷毛目状の整形擦痕が無

数に走っている。焼成は艮好。色桐は内器面が）火色、外器而が校褐色をおぴる。内底部のl収さ

が1.2cm。底径推坑6.0cm。Aトレンチ第ITJd 10-20cmo 
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第43図89は、底部の一部を残す探料で、図而復元推芥6.6cmをはかる。＜ぴれ部分の盤形は

丁寧で、その線形は大きく級やかなカープになっている。焼成は良い。色調は暗褐色、 11台土中

央が灰色をなす。 Aトレンチ第ITI屈0~lOcmo 

同図94は、欠祖資料であるが中央部までは残存しているため、 比較的形状が観察される。内

底面は、スムーズな窃ii肌して広く 、外懐のくぴれは、級やかでなされ、外猫面は絨維の様なも

のでナデた様な無数の条痕がみられる。 内器而は刷毛目の擦痕がみられる。焼成は良好。色調

は外監が褐色、内墜は焦ないし褐色をおぴている。底径拙鉢6.0cm。Aトレンチ第II),j10~20cmo 

同 1~195は、底部全体を残す食料である。底径は6 .6cmを計測する大形の底部である。外器而

はナデ整形がなされ、くぴれの外周も稜をもっている。底部涎は浅い凹ができている。 内底而

は、約 2mill間隔の刷毛状のエ具により照形がなされ、全体にj荻痕として残っている。焼成良好。

色調は淡褐色。Aトレンチ第III邑30-40cmo

底音JSillCb類

第44図96は、底径雅坑5.2cmをはかる。器而は剥離し手触りで褐色の粉末が付沿する。器而

の腑整は、ナデがなされ滑らかになっている。底部分は平坦になり、残存する中央部分は面が

あれている。おそらくくぼみをなしていたものとみられる。内底而は湾曲する而になり、木の

様な整形擦痕が残っている。 Aトレンチ第lI屈20-30cmo

同似197は、同じく 1J、J底面がポール状になるものである。外器面はナデがなされ、また底面も

平坦に整形されている。底径推銘5.7cm。色間が褐色。石英の砂粒を多く含む。 Aトレンチ第

II l•:1 20- 30cm。

同園98、99も同様に、内底而がボール状になるものである。前者は底径椎坑5.9cmで、焼成

は良好。色調が灰褐色。器而はナデの整形がなされている。底而は平坦になり、くぴれ部分と

の接点は稜ができるほどに丁忠である。 Aトレンチ第II屈 0~10cm。後者は、やや大きく 6.Gc111

の底径をなす。＜ぴれ部分は指頭圧痕が明瞭に残っている。焼成は良い。色割は外猫而が褐色、

内器而が橙褐色を土する。また内器而に刷毛目の擦痕有り 。なお両資料とも外底而の中央は浅

いくぽみで、やや井且面になっている。 Aトレンチ第rr屈20~30cmo

同凶100は、底径推坑6.9cmをなす食料である。＜ぴれの整形は雑でその底面との縁や器面に

指圧痕が残されているのである。内底而は広く確保されている。底而淡の中央部分は経いくぼ

みになっている。焼成は良い。器而の例離がみられ、手で触れると粉末がつくのも焼成は良い

と記述してある。 A トレンチ第 II /~10~20cmo
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底部IIID a類

特徴は、内底而は幾分広くなり、中には盛り上がるものもあり、くぴれの整形が雅判1で、 一・

見＜ぴれのつくりが雑で、その縁が波うっている。内底面が丸く粥曲し、 内底而の器料が彫い

もの。

第44凶101は、くぴれの裾が大きく外側にとぴでたもので、 内底面にはくしの目の大さい整

形工具で整形された船痕が残されている。外悩而はナデ整形でなされている。焼成は艮い。底

径は6.le川。底(J)俗社をは彫く 1.7cmを計測する。Aトレンチ第ITI心20~30cmo

同図102は、くぴれの裾がま った<FJ,1藍されてないかの様に、凹凸がそのままのこされたも

ので、底媒はまる＜突出したかたちになる。いわゆるだるま様になる。底径推坑5.9cmo {/訂而

に混入物の石英、千枚岩の珠類がみられる。色桐が褐色。焼成は良い。 Dトレンチ第 ITJ,;j O -

20c1n0 

同凶103も本類の概念に該当するもので、くぴれ部分のつくりが雑で、かつ底駆が1.4cmをな

す。底楽は全体に凸而になるが、中央部分が浅いくぼみになっている。外描面はナデ整形、 内

底而には刷毛のエ具で整形されている。ただその整形は丁寧ではなく 凹凸而がそのままになっ

ている。焼成は艮好。色岡は褐色。底径推坑5.5cm。Aトレ ンチ第Il1620~30cmo 

同図104は全体に風化し邸滅しているが、内底而の中央の盛り上がり、 くぴれ部分の裾の形

状な どからこの範略にはいる資料と考えられたものである。裂而の中央は浅いくぼみになる。

色胴が褐色。焼成は艮い。底径推符6.2cm。A トレンチ第II),;jO -lOcmo 

底部illDb類

同l図105、106も全体に祖雑な整形を特徴とするもので、くぴれの外周が歪でいる。前者は、

大きな石英粒子が況入 している。焼成は良好。底径推符6.4cm。ABトレンチ第II/ci20~30cmo

後者は内底而の制離が呼しく進んだ賀料でその器而形状はよくわからない。度面底はへぱりつ

いた様な偏平をなす。接合咲料でほぼ底部の形状がみることができる。底径6.4cm。Aトレン

チ第 II 屈20~30cm と 同）•:140~50cmから出土した破片である。

内底面がさらに広くなるもので、さらにくぴれ部分の外周がめくりかえるようになったもの。

第44凶107~109の三例である。 107は泥質で破狽部分を含めて磨滅がいっそう進んでいるの

でヌメッとした器而になっている。 1人」底面の中央はゆるやかに盛り上がり 、逆に底裏面は幾分

くぼみがみられる。色郁jが灰褐色ないし褐色。底径5.4cmをなす。 Aトレンチ第ITI凶20~30cm

108は、大きな石英砂粒を大祉に枇じえた脊料で、内底而が広くとられている点が注Hされる。

底径推符6.6cm。色調は明褐色。内底而は灰褐色をおびる。焼成は良好。 ABトレンチ第II/i:!,: 

20ないし30cmo

109は底部の小破片で、図而上で複元すると、底径雅坑5.9cmをはかる。焼成良好。 色；，JIdが）火

褐色～褐色を呈する。 ABI、レンチ第IlI屈20~30cmo
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底部mEa類

内底面が広く、内面の立ち上がる脇に稜がみられ、丁寧に広げられまた＜ぴれの仕上げも丁

享にそりかえるような形状をなし、かかとができたもの。内底が匝いものと、薄いものがある。

これらは底径の大きいものと、小さいものとに分けられる。

第44凶112は、底径4.6cmと甘tiJl!J可能な底部抒料で、小型であるが全体にT寧につくりあげら

れている。内底面は小さいが、平而が確保され、底と立ち上がり部分の境が明瞭につくられて

いる。色飼が褐色。焼成は良好。 Aトレンチ第III凶20~30cm0

同図113は、布さ約5.2cmまで、底部全体が残存したもので、底径は5.1cmをはかる。全体に

ナデ整形したことが理解される。＜ぴれ部分の器而側に整形の指圧痕がみとめられる。しかし

その他の腑整は艮好。＜ぴれの外周はやや稜が放れがみとめられる＂また上記食料と同 じく 、

底部裏の中央には何等＜ぽみは認められない。内底而が色細は褐色をおぴる。焼成は艮い。 A

Bトレンチ第II屈20~30cmo

同図114は、底径5.1cmをはかる姿料で、その作りは拘照がとれている。底部磁の中央部分は

祉面の残る浅いくぼみがある。禅而の飼盤はナデであるが、内底而の立ち上がり部分に縦位の

招痕が観察される。色調は黒褐色で部分的に褐色がみられる。焼成は良好。ABトレンチ第1I

庖30-40cru。

同図115、116はくぴれのそりかえりが弛糊されるような資料で、いずれも半分以下の沢料で

ある。前者は褐色、後者は暗褐色。焼成は後者が前者に比べ艮好である。いずれも底部淡の中

央は浅いくぼみがみられる。前者の内底而の中央の器監の原さは 5mmと源く、底径推坑6.3cmo

後者は 7mmになる。底径推算6.9cm。また後者の底而の立ち上がり部分は而との境が明瞭になっ

ている。前者はCトレンチ第II庖50~60cm出土。後者は Cトレンチ第1II心l0~20cmo

同図117は、 内底而は広く 、器壁も底面とおなじ速いものである() <ぴれもつくりは鋭どく

縁を強腑するようにみられる。底径推鉢5.8cm。焼成は良好、赤褐色。Aトレンチ第III凶0~ lOcmo 

第45図118は、底部分が残った製品で、底径は5.8cm。内底而は広く確保されているがその内

部の立ち上がりはややルーズである。底部裂の中央は浅いくぼみがある。色調は褐色。破根而

は風化がみられる。＜ぴれの外周は後々の破損のためかやや波打っている。内底而には刷毛目

がみられるが、大部ゆぴなでがなされ薄くなっている。 Aトレ ンチ第IIJ凶10~20cmo
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第45図119は、内底而が平坦かつ広く仕上げたもので、くぴれも大きく外返させたものである。

底径推算6.3cmをはかる。焼成は良好で硬質である。外周のくぴれの縁は欠損してやや波状を

している。底部淡而は米l1.而のある浅いくぽみになる。Aトレンチ第ITI邑10~20cmo

同図120は、均整のとれた代表的な形態を示すもので、半欠究料であるが底径が6.3cmをなす。

全体に丁寧なナデ調整がなさ れ、 器面は良好である。焼）必は艮好、色憫が灰褐色をおぴる。内

底而は十分に平坦にとり、胴部を形成してある。淡面底の中央は当探料も浅いくぽみを有する。

ABトレンチ第n屈40~50cm。

同l必1138は、小破片のため底部の径が後元できなかったものである。著しくそりかえった＜

ぴれ部分の残存資料で器面はナデが徹底され、やや光沢もみられる ものである。 色腑は褐色を

呈する。 出土地区はAトレンチ第IlJ位20~30cmo

底部IDEb類

第46圏143は、器形的には142と同じく、内底面の脇の器樅が厚く斜めになった形状を示すも

ので、底径は6.6cmと大きく安定している。内底而はしかし底径のわりに内而の広 さは狭い。

底面の裂には粘土粒が無造作について一見すると粗而に見られる。外器面の胴整はナデ整形で

あるが、所々に粘土の凹凸がそのままになされている。また内底面は縦位の擦痕がキズのよう

にみられる。色調が淡褐色。焼成は艮い。 Aトレンチ第1II邑30-40cm。

同図144は、胴部のある程度の部分まで復元可能な大型の破片である。底径は7.6cm。内底而

の形状は、 その脇部分が上記の143と同じく 、立ち上がりが、ななめに厚くなる箇所と、逆に

源くなるところが認められる。また内底而の中央はすり鉢状に浅くくぽむ。むろん当資料も底

而の姿もくぽみがある。器面の風化がみられるが、とくにくぴれの縁部分の整形は雑であるの

が、その縁は正1廿形はつくられず、所々で剥離がみられる。ナデ岡能がなされ、特徴的な擦痕

はみられない。色閻が褐色。 Aトレンチ第Il培30~40cmo

同図151は、器形的に143、144と同じく、内底而か狭く斜めに立ち上がるものである。そのコー

ナ部分は原くなっている。底径推符5.0cmをはかる。外器而はナデ調整がなされ、 内器而は風

化のため剥離がみられ、ガサついている。Aトレンチ第1I屈40~50cm。
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底部皿Fa類

第45圏123は、全体に磨滅している穴料である。底径は1韮鉢6.3cm。器而上に況入物の石炎砂

粒が露IHして砂質の観をみせる。＜ぴれの立ち上がりはゆるやかである。内底而の悩底は薄い。

また誕而には浅いくぼみがみられる。焼成は艮い。色糊は褐色。Aトレンチ第rr屈0-lOcmo 

同路1124、125は、立ち上がり舒II分を欠落した底部食料である。底径拙符は前者が'1.6cm、後

者が5.3cmになる。いずれも破狽面が丸くなるほ ど）~!i滅して揺而を保持していない。色調は い

ずれも褐色。出土地区は前者がAトレンチ第IIJ凶20~30c111。後者がAトレンチ第IlJ•ti 10~20cmo 

同図126、127は、焼成が良好の衰料で、前者はくぴれ部分に指頭痕が並ぶように艮くのこっ

ている。内底面は狭いが、まる＜丁寧に細工してある。底径雅鉢5.1cmを計測する。色調は外

器而が暗褐色、内面が褐色。 ABトレンチ第IIl•::i20~30cm。 後者は底部全体が残った沢料で、

底径が5.1cmをはかる。ナデ調整がなされ前者のような指頭圧痕は消されている。底部裟の中

央には本資料にも浅いくぼみが形成されている。色郎］は褐色、 Aトレンチ第IT)心10~20cm,,

l口j凶128、129は、内底から立ち上がりまでの器原がほぼおなじ1¥さに整形されたもので、内

底而が広くと られた結朱とみられる。両者とも色fJTdは外船而が）天褐色、内而が前者が灰褐色、

後者が褐色。いずれも小破片であるが、 l:XI而後元する と、推坑底径が前者が4.2cm、後者が5.2cm

をなす。出土地区は、前者がAトレンチ第lI/00 ~10cm、後者がAトレンチ第rr11叱20~30cmo

底部皿 Fb類

同図130は、底部が残った資料で底径が5.7cmを計測する。内底而の風化がすすみ枇入物の砂

粒が全而に露出している。その点、外器而の保存は比較的艮好である。色調が褐色。当脊料に

も低面裏に浅いくぼみがみられる。 Aトレンチ第IIlci30~40cm。

同囮131と136の立ち上がり部分は、残存する破片ではあるが、内底而を引き付けずに、一定

の原さで整形されている。いずれも外器樅のくぴれ部分には指頭圧が並列するようにのこされ

ている。前者の資料は破片が幾分大きいこともあり、底部媒が浅いくぼみをなしていることが

確認される。前者は黙褐色、底径椎坑5.7cm。後者が赤褐色、底径拙算6.0cm。出土地区はいず

れも Aトレンチ第ITJ邑30~40cm。

li'iJ凶132-135の4点は、前者の131、136に比較すると内底而を引きづるようにゆるやかに立

ち上がる資料である。 133は器而の制離があるためか、器而の手触りがかすかにがさつくよう

な砂質感をみせるのに対し、 132、134、135は泥質で船而がヌメッとした感がみられる。

132は色腑は外器而が褐色、 1人」器而が灰色をおぴる。底径推坑5.8cm。A トレンチ第IIJ心20-

30cm。
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133は外器而が褐色、内器而が灰褐色を呈する。内底而には刷毛目状の擦痕がみられる。底

径推坑5.8cm。Cトレンチ第II庖30~40cmo

134は、 全体に赤褐色で、底径推坑5.9cm。Aトレ ンチ第Il/M20-30cmo

135は、 外沿袷而が褐色、内喘而が灰褐色、底径推鉢6.4cmを計測する。 Aトレンチ第TII位50~

70cm。

[fij凶137は、小破片のため底部の径が復元できなかったものである。前者はJ)、J底と僻槌がほ

ぼ同じ原さを示すもので、焼成は良好である。色桐が褐色をおぴる。色糊は褐色を呈する。 Iii

土地区は両査料とも Aトレンチ第III邑20~30cm。

第46図139は、内底而の立ち上がりの脇まで器監を碑く広く整形した底部破片で、外盛面は

保存されているが、内壁而は剣離がみられ、 JJ台土中の石英砂粒が露出している。色鯛が褐色。

底径推鉢6.0cm。Aトレンチ第n屈20-30cmo

同図140は、焼き締められた底部査料で、底径推坑6.8cmをはかる。内底而は整形時の波而が

そのままのこされ、擦痕はみられないが、立ち上がり部分に刷毛目状の整形擦痕がみられる。

色糊はu音褐色、 Bトレンチ第Il/o/120 ~ 30clll o 

同図141は、金体に器面の風化がみられる貸料で、上記の139、140と内底而の広くなったも

のである。また、底部裏の中央になんらかのものに押さえられた様な浅いくぼみがみとめられ

る。底径推坑は6.2cmを酎測する。内底而の立ち上がり部分に貝殻状の擦痕が佃かに残されて

いる。色調は褐色。 Aトレンチ第IIK? 0 ~ lOcmo 

同図142もを祖而の風化がみられるもので、器面上に細かい大祉の石英砂粒が露出して、砂質

の胎土をみせるものである。内底面の脇がやや匝＜斜めに立ちヒがる器形を土する。色調が褐

色。内底而の裏に浅いくぼみがみられる。底径推符7.3cm。Aトレンチ第1II心30-40cmo

固図145は、ほぼ底部の形状を残す資料で、底径が6.9cmと披も底径の大きい汝料である。た

だし、底径の割りには器墜は源く、また内底面も広くなるのも特徴である。＜ぴれ部分は、ヘ

らによるものとみられる押さえ痕が線状にのこり 、指のかわりをなしていたものとみられる。

内底面には とくに立ち上がり部分に板状のエ具による刷毛目状擦痕が残されている。底部淡は

浅い緩やかなくぽみをなしているのが観察される。焼成は良好。色調は褐色。Cトレ ンチ第II

屈30~40cm。
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第46図146-148は、器墜が5mm以下の碑い器壁を有する底部資料である。

146は、泥質で器而の剥離もみられる。色胴は外器而が褐色、 内器面が灰色を呈する。焼成

は悪い。底径拙鉢6.6cmをはかる。 Aトレンチ第lI屈40-50cmo

147も泥質で、きめの細かい粉末が苅くほどである。色訓は明褐色、胎土中央のみ灰色。内

底面は大きく欠落しているが、くぴれ部分から図而後元すると底径雅坑5.9cmになる。A トレ

ンチ第III位30-40cmo

148は、やや砂質をみせる）］台土で、外監部分のくぴれが小さい範囲で大きくめくるように、

＜ぴれるものである。小さい破片であるが、底径推符すると6.0cmを計測する。Aトレンチ第

II思10~20cmo

底部IIIGa類

eに類似するが、底部分の器厚が源くなるもの。第44岡110、111の二例である。いずれも明

褐色をおぴるもので、前者はわずかにくぴれ部分をのこす査料であるが、底径を無理に推坑す

ると6.4cmをはかる。 ＜ぴれ郎分の外器面は立ち上がり部分で付滸する箇所もみらる。

後者も、そのくぴれ部分か一部立ち上がり部分で接合している資料である。底径は5.6cmを

はかる。 全体にナデ整形されているが、器而上で細かい白色の砂粒を多く枇じている状況をみ

ることができる。両炎料とも、 Aトレ ンチ第Il屈20~30cm出土。

底部IIIG b類

第46脳1149、150の査料は、底面から立ち上がり部分がゆるやかになり、また内底面の立ち上

がり部分もゆるやかになるものである。前者の150の内底而には、太く深い整形の擦痕がみと

められる。器而は風化 していて、手ざわりでも粉末が付滸する。 きめの細かい石英粒子がみら

れる。底径推坑6.7cn1である。後者の内底而には貝殻状の1秋痕がみられる。全体に刺離がみら

れ胎土中の混入物が露出 し砂質の感をみせる。底径推坑5.9cmoいずれも Aトレンチ第 IIJ,;j 20 

-30cm。
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胴部

胴部汝料は、総数2019点である。色閻が橙褐色を呈したものが多く、また手触りで細かい粉

末のつくものが一般的である。

器樅の仕上げからみると、器而が凹凸をなす演料が全体の約 5%で、一定した船）駐を布する

ものが95%になっている。器偲の）¥さは、披も薄いもので 2~ 3 mm、1此も）!/. いもので 9~lOmm 

ものがみられた。址的には、 5~ 6mmが39%と蚊も多く，続いて 4~ 5 mmが30%, 6 ~ 7 mmが

18%とな り、比較的薄手の土器群である。

器而の調照は、指ナデ、ヘラナデ、刷毛でなされている。外器面が、指撫でで悛われ、その

他の調整痕をみせないものが74%、外器而上に混入物が引き ずられ線状の擦痕を残すも のが全

体の25%、さらに幅のあるやや滑而が粂をなすヘラナデでti:上げのものが1%になっている。

なお、況入物をひきずった擦痕は、胴部で縦位に、口縁部付近では横f立にみとめられた。また

この擦jl.£も指撫で仕上げで梢されるものが普通である。次に淡而の欄整は、外而と同じく指撫

でを主体になされたものが61%をかぞえ、幅 1~l.5cmのエ共などで刷毛目擦痕として船而に

残すものが39%になる。しかし、これも基本的には梢す作業がなされているもので、刷毛目が

完全に器而を破うものは少ない。

底部破片でその間ii整をみると、刷毛目痕を残すものは、くぴれ平底130.点の中で、 35.'.1.~(27%) 

になり、他の73%は撫で整形になっている。また刷毛目の残る部分は、内底而の立ち卜．がり而

に多くみられた。刷毛目痕には目 の細かいものや粗いものの数稲類があるようで、そのエ具幅

は約 1cmのものと1.5cn1台のものが認められた。

胎土は、①梢練された砂質で、器面間整や器盛の仕上げなどがやや雑、外粋而の擦痕が荒く

残るものや、また器面の凹凸が多い祖面になるもの、②その仕 l::げが比較的丁平で、船而もま

た細かく手触 りがザラつくもの、③泥質に近く、手触りがスムースになるもの、さらに①砂が

全くみられず、吸水性のあるパウダー状になるものに細分される。その比率は① ：② ：③ ：④ 

=25% : 52% : 20% : 1 %となり、②が半数を占めている。

況入物では、極めて細かい砂粒がはいるものが主体をなすが、ただし、それも器而の剥離し

た所でしか観察されない程役に仕上げられているものである。また特徴的な枇入物としては、

黒色鉱物混入や赤色粘土粒が入るものもみられたが、肉眼でみる限りいずれも祉的には僅かで、

全体祉からすると二者全部合わせても 2%程度である。
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第14表 巻貝出土一覧衷

番 問査区（層序）
Aトレ ンチ第2陪 All I、レンチ第2陪 C 

o- 10- 20~ 30~ 40~ 50~ GO~ 10~ 20~ 30~ 40~ 50-o- : 
サ 植 名 lO 20 30 40 50 GO 70 20 30 40 50 60 20 

1 ニシキウズガイ 科 サラサパテイ 15 23 15 12 14 l 25 4 16 34 35 I) I 
一2 ギンクカハマ 1 l 3 

3 ニシキウズガ イ J l 2 

4, オキナワイシダクミ 2 

5 ヒメクボガイ I 

6 リュウテンサザ工科 チョウセンサザエ／フタ 7/1 29/8 39/3 6/2 8/ 3/ 4G/3 11/ 31/ 1 32/ 41/2 16/1 12/ 

7 ヵ ン ギ ク 2/ 1/ 1/ 2/ 
I -

J 

8 ヤ コ ウ ガ イ /1 /1 2/ ， オオウラウズガイ

10 アマオプネガイ科 アマオプネガイ 1 4 4 1 J 

11 ニシキアマオプネ 2 2 l 

12 ムカデガイ科 ヘ ピ ガ イ

J3 ウ ミ 二 ナ 科 キバウミ ニ ナ 2 I 2 I 1 J 3 8 5 I I 

l4 オニノツノガイ科 オニノツノガイ I 5 4 7 3 11 10 15 20 3 :l 

15 クワノミカニモリガイ

16 オオシマカ ニモリガイ l 

17 ソ デ ガ イ 科 マ ガ キ ガ イ 5 43 8 67 51 33 350 29 20」 183 107 20 5 
I I ~ ~ -

18 ク モ ガ イ 5 11 4 4 1 18 7 12 II 2 2 
I 

19 クモガイ （幼） 2 2 3 4 I 4 l 3 2 

20 イボソデガイ 1 J 1 3 

21 イポ｀ノテガイ （幼） 1靡LLR

~ 
I 

22 ス イ ジ ガ イ 1 
I • 

23 ムカシタモトガイ 2 
I -

24 ぇ、ジマガキガイ
lulfl' l川II'

． ●● 

25 ラ ク ダ ガ イ
I_ -1 ~ 

26 マ イ ノ ソ デ

27 ゴ ホ ウ ラ 1 1 

28 ゴホウラ （幼） J 1 

29 ウうスジマイノソデガイ ”’‘ I I .. 
30 オハグロガイ I 1 

31 ク マ ガ イ 科 ヘソアキ 9・ミ ガイ l 1 I l 1 l 

32 クカラガイ科 ホシダカラガイ l J 
， 

33 ハナマルユキガイ 2 l 1 2 

34 ホソヤクジマクカラガイ l 1 l 1 2 2 
響一 --

35 ハナピラタカラガイ 2 l 
I , 

36 ヤクジマタカラガイ l 2 1 l . -. 
37 コモンタカラガイ

糾）I' 
38 ハチジ＂ウダカラガイ I 

39 ヤナギシポリタカ ラガイ l 

40 ナツメガイモドキ 1 

41 ウミ ，クサギガイ科 ウ ミ ウ サ ギ

42 フジッガイ 科 ホ ラ ガ イ J J 

43 シ オ ポ ラ l I 
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ンチ第2層 Dトレンチ第2層 切涵’ぷ Fトレンチ第2層

30~ 40~ 50~ o- 20~ 30~ 40- 50~ 60~ 70~ 80~ 
撹乱

o~ lO~ O~ 10~ 20~ 合計 苓僻 比 瑯

40 50 60 20 30 40 50 60 70 80 90 10 20 10 20 30 

1 3 l l l 7 3 4 l 5 229 

1 l 1 1 2 11 

1 5 

1 2 5 
I 

1 1 2 5 255 (9 .64¾) 

LO/ 2/1 3/ 4/1 /1 /1 1/ 1/ 4/ /1 7/2 6/ 6/l 9/6 14/8 11/23 376 

1/ 1/ 1/ 2/ 1/ 13 

4 
I 

1 1 394 (14.8%) 

1 2 1 1 14 30 

1 6 13 43 (1. 63%) 

l 1 1 (0.04%) 

l l l J l 2 32 32 (1.21%) 

2 5 l 3 11 7 113 

2 3 5 

1 119 (4.50%) 

3 5 4 ， 1 l 2 5 1 16 7 4 28 20 41 1252 
~ 

2 4 1 1 1 15 4 ， 15 8 137 

1 7 3 2 35 

l 7 
籍l片1

0 
1 

1 3 

l l 3 2 7 
~ 

油町
n 

1 1 

2 

2 
面
__ .o—-
2 1,449 (54. 76%) 

l 8 8 (0.30%) 

2 

2 4 34 15 61 

8 

1 1 1 l 2 4 11 24 

1 a 
I ＇ 

1 1 2 

羅）ずn 

1 

1 105 (3.97%) 

り111/'t＇ 1細I~

2 

j l 4 

- 105-



第15表 巻貝出土一哀表

排 間査区（層序）
Aトレ ンチ第2層 AD I・レンチ第2~ （ 

o-JO-20-30~ 40- 50~ 60-10~ 20-30~ 40~ 50~ O~ 
.fl, 9コ 穂 名 10 20 30 40 50 60 70 20 30 40 50 60 20 

44 フジッガイ科 フ ジ ツ ガ イ J 

45 サ ツ マ ボ ラ l l 

46 オ キ .::. シ 科 オ キ .::. シ l 3 ~ l 1 

47 ャッシロガイ科 ヒナズルガイ
1111片

I 
l ． 

48 スクミウズラガイ l J 1 
＇ 』111片 一・

49 イ ワカワ 1、キワガイ I . 
50 ウ ズ ラ ガ イ l l 

51 アクキガイ科 ツノレイシガイ l 2 2 3 2 

52 シラクモガイ 1 l 

53 アカイガレイシ l 1 2 1 3 1 5 l 

54 ホソス ジ テ ッ ポ ラ 皿 片 JUI/<\• 
l 1 

55 ガンゼキ ,j( ラ 1 1 
F● ● 

56 ハナワレイシガイ 1 
~II片

I 、りIIヤ ー・
57 センジュモドキ I I 

58 工 ゾ I ~ イ 科 シマベッコウバイ I 
59 オリイレヨウバイ科 ヒメ ヨ ウ パ イ l 

60 イ トマキ ポ ラ科 リ.,,,:,キュウッノマタガイ J 

61 イ ト マキポラ 1 2 l 1 2 I l 
I 

． ． 
62 チ 卜 セ ボ

＇ 
1 l 2 

I 

63 ナガイトマキボラ I 1 
I 

64 ヒメイトマキポラ

65 オニコプシガイ科 オ 二 コ プ シ 6 

66 コ オ ニ コ プ シ 1 1 

67 イ モ ガ イ 科 アンボンクロザメガイ l l l 2 i I 
1ヽ!1/ヤ68 ヤナギシポリイモガイ

l 

69 ，' （幼） 1 3 2 ］ 1 5 J l 

70 クロミナシガイ

71 マ ダ ラ イ モ ガ イ l l 

72 イポ シマモガイ 1 1 2 1 1 
・~ ・

73 ミ カド ミナシガイ
・・ • 

74 アジロイモガイ J 
I 

75 ニ シキミナシガイ l 

76 キヌカツギイモガイ
ー.---

77 クロザメモドキ
今上 •嶋

78 ヤキイモガイ
細1ヤ 樟111・79 オトメイモガイ 2 I -- ー●●

80 ゴマ 7 イモガイ 1 

81 カバ ミ ナシガイ 2 1 l 

82 コモンイモガイ

83 ヤセイモガイ 1 

81 ナツメガイ科 ナ ツ メ ガ イ 2 l 2 I 
1 ヤマタ ニ シ 科 オキナワヤマタニシ 2 6 2 1 7 ］ 2 l 

2 オ・ナ ジ マ イ マ イ 科 オキナワウスカワマイマイ 細 /'I'

• 
3 パ ンダナマイマイ ］ I 3 

4 ナンバンマイマイ科 シュリマイマイ l 1 2 5 JO 

＾ ロ

計 44 141 100 111 80 42 480 52 317 326 262 57 33 
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.,, ンチ第2層 Dトレンチ第2層 Eチ 111ト2レ屈ン Fトレ ンチ第2層

30~ 40- so-o-20~ 30~ 40~ 50~ 60- 70~ so-
撹乱

O~ 10~ O~ 10~ 20-合計 閤柑 比 率

40 50 60 20 30 40 50 60 70 80 90 10 20 10 20 30 

1 

2 

゜
(0.34%) 

I 1 ， ， (0.34,%) 
纏片1

I 

3゚ 
戸 細片2

1 

2゚ 5 (0.19%) 

1 1 13 
I I 

l 3 

21 
躙片2

゜I 3 
I I 

1 -~· 43 (1.63%) 

゜1 1 1 (0.04 %) 

I I 1 l (0.04%) 

1 2 
' 一2 1 2 2 3 1 4 24 

4 

2 

1 l 3! (l.17%) 

2 8 

I 1 1 l 5 13 (0.49%) 

1 2 l 1 2 l ↓ 2 l 2 21 
欄片 欄片2

l 
I ゜1 3 19 

l l 

1 1 4 

1 1 8 
I ~ 

叫 片

"""'' I 

゜I 3 4 

l 2 

1 1 

1 1 2 
I 

1 1 
網片 細片•

• I ． I 

゜1 2 
＇ 4 

1 1 

1 71 (2.68%) 

l I l 8 8 (0.30%) 

I 1 I I 1 24 
.. JI 躙片9

I 

゜I I 5 

l 20 49 (1.85%) 

20 20 8 LS 14 11 7 1 I 3 13 I 1 33 41 23 78 122 164 Z,M6 z.~s (100.1%) 
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第16表 二枚貝出土一覧表

番 開査区（層序）
Aトレンチ第2層 AD ト レンチ第2~ C 

O~ 10~ 20~ 30~ 40~ so-60~ 10- 20~ so-40~ 50~ o-' 
号 種 名 10 20 30 40 50 60 70 20 30 40 50 60 20 

l フ ネ ガ イ 科 リュウキュウ ザ）レポウ 5 13 10 3 2 1 15 l 7 LO 22 7 
~ 

2 工 ガ イ 1 2 l 3 6 J ~ 3 

3 ペ 二 工 ガ イ 1 6 I 

4 リュウキュウマスオガイ料 リュウキュウマスオガイ 1 1 1 2 5 1 3 6 

5 マ ス オ ガ イ 2 3 2 11 2 4 12 4 

6 ウ グ イ ス ガ イ 科 ク ロ チ p ウ ガ イ 1 1 

7 ミ ドリ アオ リガイ 1 

8 ウ ミギクガ イ 科 メ ン ガ イ 3 11 16 11 4 1 8 3 5 4 30 6 6 

， イ タポガキガ イ科 ノコギリガキ 1 

10 シャコガ イ 科 シラナミガイ 4 l!J 15 19 4 2 19 1 5 16 8 5 5 

11 シ ヤ ゴ ウ 3 11 6 5 2 5 1 3 1 4 4 

12 ヒレジャコガイ 4 3 2 5 5 3 1 4 7 I I 

13 ヒメジャコガイ 4 5 4 6 I 4 1 3 5 ， J 

14 マルスダレガイ科 アラスジケマンガイ

15 ホ‘ノスジイナミガイ

16 ヌ ノ メ ガ イ 3 " i¥ l ， 3 5 12 G 5 

17 ア ラ ヌ ノ メ ガ イ

18 チ uウセンハマグ リ

19 マ ル オミナエシ

20 ユ ウ カ ゲ ハ マ グ リ

21 ニ ッ コ ウ ガ イ 科 リュ ウキュウシ9トリガイ 1 1 4 2 3 1 7 3 3 4 2 

22 モチヅキザラガ イ

23 サ メ ザ ラ ガ イ l 2 l 

24 ヒメニッコウガイ l 2 

25 カプラッキガ イ 科 ツ キ ガ イ

26 チドリマスオガイ科 イ ソノ．、マグリ 8 5 5 l l l l l 

27 ッ タ ノ ハ ガ イ 科 ペッコウガ サ ガ イ 1 1 l 

28 ザ ル ガ イ 科 力 ワ ラ ガ イ

29 リュウキュウザルガイ l 5 6 l 3 l l 7 3 l 

30 1< 力 ガ イ 科 リュウキュウバカガイ 2 2 2 l 

31 シジ ミ ガイ科 シレナシジミガイ 1 2 l j 

32 キク ザ ルガイ 科 ケイ トウ ガイ

33 ト マ ヤ ガイ 科 クロフトマ ヤ ガイ

合 計 30 88 75 67 24 8 99 10 44 70 119 40 23 
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ンチ第2庖 D トレンチ第2/~ Eチ$/IトZレ俎ン rトレンチ第2層

30~ 10~ 50-o- 20~ 30~ 40~ 50~ 60~ 70~ 80~ 
撹乱

o- 10"'-o-10~ 20~ 合計 閤鼎 比 率
40 50 60 20 30 40 50 60 70 80 !JO 10 20 10 20 30 

3 3 1 1 1 l 2 5 ↓ 2 8 8 17 150 ， 27 
2 10 187 (19.10%) 

1 1 l 3 26 

1 
＼ 

4 45 71 (7.25%) 
I 

2 

l 2 4 (0.41%) 

3 5 4 4 1 1 2 7 1 3 5 ， 11 166 166 (16.96¾) 

I 5 5 11 11 (1.12%) 

2 3 1 l 1 2 3 l 136 

l 1 l 4 52 

1 l 3 l 1 43 

2 l 1 47 278 (28.10%) 

l 1 

! 2 3 

I l 3 1 2 7 68 
I 

1 5 2 8 
I 

叫「 細）n 1r 

゜l l 

l l 82 (8.38%) 

三
1 1 33 

呵 棚Jf＇ 亨
1 6 

2 5 44 (4.49%) 

l 1 1 1 (0.10¾) 

1 1 2 22 49 49 (5.01%) 

l 1 5 5 (0.51%) 

1 2 3 

1 4 1 l l l l 5 3 3 ， 60 63 (6.44%) 

I 3 10 10 (1.02%) 

5 5 (0.51%) 

I 1 2 2 (0.20%) 

I 1 1 1 (0.10%) 

10 I 16 ， 8 1 1 5 l 4 3 5 19 10 JS 24 43 103 979 979 (100%) 
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久良波遺跡出土の脊椎動物遺体

金子浩昌

久艮波辿跡出土の介椎動物辿体は、即査地域の面積の限られたことと、その場所が迫跡の中

心域を脱れたこともあって出土した骨の址は少なかった。しかし、検出された動物稲の在り方

は、 この時期の特徴をよく示ていると考えられ、その査料的瓜要さにおいては変わりないと思

われる。

a 軟骨魚網

サメ類

メジロザメ科の椎体が1点採集されているのみである。

b 硬府魚網

フエフキダイ科、プダイ科、ペラ科、ハリセンポン科の件が出土している。 ．いずれも沖縄に

おける代表的な魚類である。このうちハリセンポン科の顎・l:i・の目立つのは特徴的である。窓l図

的に獲ったというよりも多棲し、獲り易い状況があったのであろう。

これに次いでプダイ科、ハマフエフダイがつづくが、この独の魚の多い例は一般にみる。

c 爬虫網

ウミガメ類骨片を含めてではあるが64点と多い。背、股甲板の破片が多いからである。し

かし、上腕骨をみると右3、左2点があり、大きさからみておそらくすぺて別個のものと思わ

れる。ウミガメの出土はイノ シシも多かったとみてよい。 しかもウ ミガメの骨は大盟のものが

多い。主要は食料源の一つと考えていたと思う。

d llfl)乳網

イヌ

単独で出土した頭骨が一点ある。調査区檄にかかるようにして出土している。 四）J支骨な ど他

に検出されていないが、果たして当初から9釣府のみであったかは、はっきりしないと思われる。

頭竹•は左側の前頭骨、上顎骨を欠損する他はほぼ実存する。この種楳本としては保存の良い

例といってよいであろう。歯牙は右側はすべて植立しており、それらの歯に咬耗がほとんど認

められない。縫合も骨化することもなく若い固体のものである。根元の凹陥が深いものも若い

個体のためではないかと思われる。本椋本ではこの時期の資料として稀とみる保存の艮好なも

のであるが、成体としての特性がみられないので、この楳本から直ちに当時のイ ヌの形質をの

べるわけにはいかないと思われる。現存推定頭竹披大長 14 7・0 rnm0 

- llO-



ジュゴン

町甲骨と肋骨があり、 5片が確認されているのみである。府甲件の 2点はほぼ同大の幼体で

あり 、肋骨に幼体と成獣のものがある。蚊小個体数を 2個体とみておく。

ウマ

歯が一点出土しているが、出土}~位が浅く新しいと思う 。

リュウキ ュウイノ シシ

検出された歯牙や四肢竹からの拙定の佃体数は 3~4個体が最小の個体数である。

まとめ

以上、本辿跡から出土した仔椎動物辿体について記述したが、それを要約すると下のように

なる。

魚類

ハリセ ンポン科、プダイ科、ハマフエフ キダイが多かった。特にハリセンポン科が最多数を

占めていたこ とは興味深く、この地域の魚類相の特徴であったかと思われる。これについては

今後の調査で確認したい。

爬虫網

ウミガメ 類の辿骸の多かったことも特記される。

上述の魚類からみると逍跡の直ぐ近くにはリーフの発達が考えられるが、ウミガメ類も珊礁内

での捕獲であったのであろう。

哺乳網

イヌの碩盗を得たこ とは貸砒な収穫であ った。沖縄におけるイ ヌの飼育はさらに遡るが、頭

骨や埋葬例得ることが非常に少ない。本例も頭骨の破損と若年令であるために充分形質をうか

がえないのだが残念である。しかし、イヌと人との1褐わりも、こうした資料の積み庄ねで少し

つづ明らかになろう。ジュゴン、リュウキュウイノシシの検出も含めて、再度行われる予定の

木辿跡の調査結呆を基に改めて述べてみたいと思う。

- 1 」」 —



魚

骨

種類 ハリセン
ベラ 科 プダイ

ナンヨウ イロ プ プダイ ハマフ フエフキ
サメ科

ボ ン科 プダ イ ダ イ 科 エフキ ダイ科

部
上顎竹 上咽頭fl・炉~1Ll 贋1::r前k顎ti・附 t't

位

調杏区 戸
ド咽顕廿

R I L 歯叩1下頭咽
下咽頭付

贋1、fRI L RIL 
芥 椎 i:l'

（屈序） RL竹

A 
0~10 

亡
l 

卜 5 
L0~20 了

l 

レ
6 寸2 ン 20~30 

五l― 1 1 

チ 2 

u 
30~40 

1 I I 1 
I 

屈
50~70 2 片 ＿片

I I 

A 10~20 亡B 
1I 2 
屈 30~40 

C 
0~20 

l I 

10~20 
I L 

II 20~30 

一30~40 I 1 汗—
屈

40~50 王了l―
D 

甘一＂ 
10~50 

屈

13 

I 2 甘 号 3 I I 1 ム口 計
1s I 1 

2 1 1 
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イノシシ

~ 惟体
訂 甲 fl・ 上腕卦 栂骨 尺 tl・ 雁 ・r1・ 肋骨 不 明
p s d p s d p s d p s d p s d p s d s 

I¥ R 
10~20 し

卜 ..f 1 
レ R l 0 0 

゜
1 

゜ン 20~30 L 

チ ~ l 
I 

11 R 

11''1 50~70 L 1 0 0 
不

R J 0 0 
A 

0~]0 L 

゜
1 

゜B ィ＜

II 
I 

R l 0 0 l 0 0 )ivJ 
30~'10 L 

-1' 

0~20 n. 
L l O 0 

C ILi道側 不
n I 

府 R I 0 0 
30~40 L l 0 0 

不

R 
O~JO L l 

D 不
il 
/1vJ R 

'10~50 L 
不 1 

E R 
]I 10~20 L 0 0 L 
屈 不 （幼）

F R 
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イノ シシ の 歯

部位 R L 

上顎 I, l1 J3 C P, P1f'3 P,M1M1 1 1 1 • r 3 c P I P. P 3 P , MI M, 

調杏区
下研 l1l2l3CP1PzP3巴 M1M2 I,Iil3CP1P1凡 P,1M, M2 (/叫序）

A 

.rr 30~40 

厄l 1(~) l(~ ) l<il 

A 
10~20 

B 1(~) 

Il 
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屈 1m1w Ual l(~ll (tl 1 (~) 

C 

II 0~10 

尼 I I 1 
I 
D 

1 
lI 80~90 

屈

t顎 1 
合 肝

下研 l 1 I I 1 1 J I 3 1 L 

＜凡例〉I→切歯 C→犬削 p→前臼歯
l→第1、2→第2、3→第3、4→第 4
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Ro s i n (固形樹脂）

木査料は、外而が風化した茶褐色の粉末でおおわれ、破狽した新鮮な而では、淡褐色ないし

淡黄色を帝ぴたガラス様の透明なる固まりである。Aトレンチ第 2J凶30~40cmから検出された。

大きさは、縦x横x幅 ：5 . 0 X G. 5 X 4 . 2cm、砥さ6911を測る。

当査料の分析は、①核磁気共嗚吸収スペクトル、②赤外吸収スペクトル、③薄）dクロマトグ

ラフの三種類の分析でおこない、 その結朱Rosinである ことが確認された。

Rosinの特徴を記述すると次のようになる。ゴツゴツした透明な琥珀色の塊りで、 mP

（融点） 100~ 150℃、 り1火点187℃で水に溶けず、アルコール、ペンゼン、エーテル、クロロ

ホルム、氷酢酸、 二硫化炭素、稀薄な水酸化アルカリに溶ける。室温では硬く、崩れやすい。

暖めると軟化してベトペトになる。可燃性で、低源性である。成分はアビエチン酸とピマル酸

タイプの樹脂酸で、一般式はC19H29COOHでフェナ トレン策をもつ。用途は感圧形の粘府剤、

ハンダ用材、絶縁剤 (maslieや Sealamlとして）、石鹸、紙のサイジング (Sizing)剤として、

またワニス、ラッカーなどの塗料に広く利用される。

Abietic acid （アビエチン酸）

三斑式ジデルペンに）成する。 mP 172~175℃。（乳酸、 酪酸バクテ リアの成長促進に川いる）

CHi 

CH3 

H 

CHi COOH Abietic acid 

Pimar[c acid (ピマール酸）

マツ科マツ）瓜植物のRosinに広く含まれる。 mP 217-219℃。熱、無機酸に比較的安定。

CHi 

CH1 

Pimaric acid 
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A 科学的な検討

分析には、発掘で得た固形迫物の粉末をもちい、その比較査料には現在、琉球大学のキャン

パス内に生える松の樹脂を使用した。なお、 現生の松の樹脂は軟化したものではなく、白くす

でに固形になった部分をサンプルとした。

① 核磁気共嗚吸収スペクト ルによる分析

この分析はテトラメルチシラン化合物 (TMS) を基準にしたものである。 測定の結呆、

貝塚資料は特徴点をあげると次のとおりである。表 1

ィ、 0-2PPm前後の吸収は、 一CHsの吸収を示している。

ロ、 2~4PPmの吸収は、一 C出の弱い吸収を示している。

ハ、 5~6P Pmの吸収は、 >C=Cくの二孤結合のピークである。

—、 7ppmはCDC l3 (溶媒の原クロロホルム）の吸収である。

玩在の松樹}J旨の場合は以下のとおりである。表2

貝塚資料が単純な吸収ビークを示しているが、現在の松樹脂の場合はやや複雑な吸収ピー ク

となっている。

ホ、 0~2PPmの吸収は、一 CH3のピークである。

へ、 2~5PPmの吸収は、匂いの成分である生で揮発性のデルペンを含有している こと

を示す。

ト、 6~7PPmの吸収は、芳香環の存在を示している。

以上、異なる吸収点は、現在の資料に、揮発性のテルペンが多く含有されていることにある。

それに対し、貝塚査料は時間の経過が原因でそれらは揮発してしまい最終的に一CHa、一 C

出が残り安定したことを示している。現在の松樹脂が時間の経過によ って不安定物質が除去

されRosinに移行したものと推定される。

② 赤外吸収スペクトルによる分析

この分析は分子の振動スベク トを測定したものである。

貝塚資料では第3表の通りになる。

ィ、 3438.2cmーlの吸収は、 OHの振動スペクトルである。

ロ、 2957.7cm―1の強い吸収は、 一CH3、-CH2-、=CHーの存在を示している。

ハ、 2252.4cm―1の吸収は、試験室の測定室中のガスで、資料の成分物質ではない。

二、 1714.0cmー1の吸収は、 >C=Oの吸収。

-118-



T
M
S
]
 

•
9

,

.

,

．
:

|
＇
，

：

い
い
＼

‘

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9・8 7 6 5 4 3 2 1 0 

第 1表 AMPL10X6 
HILEVEL 1 

Filt 20 Feb, 28'92 

l™• 

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

第2表 AMPL10X6 F 松 Feb,28'92
HILEVEL 0.5 

11+20 

核磁気共鳴吸収スペクトル （現代の松樹脂）
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ホ、 1463.Ocm-1の吸収は、一 C-Hの変灼振動を示している。

Cll3 
へ、 1385.Ocm-1の吸収は、一 CHく ( isopropyl基）の吸収である。

Cll3 

ト、 1036.3cm"1と908.8cn戸の吸収は、 OHの振動吸収である。

チ、 733.5cm―lの吸収は、 ジグザグメチレ ンの振動吸収である。

現在の松樹脂の場合は第 4表のとおりである。

リ、3417.6cmー1の吸収は、 ヒ記イの振動吸収に対応する。、

ヌ、 2937.4cm-1と2851.lcm-1の吸収は、上記口のピークに対応する。

ル、 2252.5cm-1の吸収は、測定奎中の炭酸ガスが表れたもので、賽料の物質ではない。

ォ、 1694.0cm―1の吸収は、〉 C=Oの吸収が表れている。

ヮ、 1463.Oc11戸の吸収は、一C-Hの変角振動を示している。

ヵ、 1371.Sen戸の吸収は、一 CHく 盟の吸収である。

ョ、 1032.2cmーLと910.3cn戸の吸収は、 OHの振動1敗収で

ある。

タ、 730.Scm-1の吸収は、一 CH3ヽ ー C_H2-CHん出の

振動吸収である。

以上、新しい松の樹脂の特に、 1759.7cm―1 ~ 1694. 0cm -tの

間の振動スペクトルは複雑な化合物が色々と混ざっていて、それ

ぞれの特徴のある吸収がでている。ところが、長い時間が経過し

た貝塚資料は、その振動ペクトルが単純になっている。そのあり H 

方は、②核磁気共叫吸収スペクトルの分析の結呆と共通している。

③ 簿庖クロマトグラフによる分析

(Thin layer chromalogophy) 

クロロホルム9: エチルアルコール 1の枇合溶液に溶かし、ク

ロマト グラフを展開したものである。試験食料図を第 5表に掲げ

た。

久良波貝塚 Rosjne Rf値 h 1 0.64 

,,,. h2 0.74 

h2 II 

h1 

2スポット（二成分）が現れている。 第 5表
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8のスポット（八成分）が現れている。

この分析においても、久良波貝塚の資料には、 Rf値0.64と0.74の二成分がある。これはア

ピエチン酸とビマール酸の二成分に相当すると考えられるが、穴料の関係で梢査（抒料を破壊

しての分析）することができなかった。現在の松樹脂と同じ主成分が含まれていることが分か

り、（例えばhl: Rf伯0.64とh9とh10がh2に近い値を示している。）、また現在の松樹脂に

含まれている他の成分は、久良波貝塚衰科ではほとんど痕跡程度に残っていることが理解され

ヶ

る。

B
 

渡喜仁浜原遺跡出土のRosi nの比較

これまでで発掘調査で得られたRosinは少なく、 1976年に検出された渡喜仁浜原迫跡の

資料のみである。（注 1)

渡喜仁浜原辿跡の資料はKBr錠剤法によって赤外吸収スベクト）レの測定結呆がだされてい

る。 (145頁掲載のFig.l、第48表分析表）

今回の久良波貝塚の①、②スベクトルの比較が可能であり、その結呆、と〈にエーテルに浴

ける部分だけの 1Rスベクトルは久艮波貝塚資料とよく似ていることが理解されよう 。渡喜仁

浜原迫跡の査料は久良波貝塚の貸料に比べ、主要）戊分の吸収がさらに弱く、久艮波具塚に痕跡

としてみられたその他の化合物の吸収もほとんどみられない状況にある。1災信すると久艮波艮

塚資料は渡喜仁浜原辿跡の資料に比ぺ各成分がまだ残存していることを示し、渡喜仁浜脱逍跡

より新しいRosineであるといえる。
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第V章おわりに

当骸辿跡は、丘陵に皿まれた1紐狭な入江の砂丘に形成された辿跡である。調査の結栄、戦前
までの近批の集落跡と先史時代の貝塚を確認することが出来た。いずれも第1I培から検出され、
約100mの鯛究区間で出土状況が異なり、束方のトレンチに近・Ill:の資料の洸在が多く、西方の
トレンチに移行するにつれ混在が少なくなり、逆に先史時代の査料が多数出土していた。
近iJI:代の査料には、沖縄製施釉陶器、無釉陶悩の日常雑器を中心に、 17~181止紀以降の中国

産染付、本土産磁器、陶器などの器類と、辿梢としての迅路（戦前）がある。当旧道は、路而
に枝柵瑚礫や山砂利礫を敷き突き固め、その両側の路府に珊瑚切石で縁取りをするものである。
図面後元ではあるが逍路幅約 5mを測った。当地のように地盤の弱い地域でのエ法を知る歴史
の近の資料である。

なお、当該地は、伝承で背後の丘陵にある山田グスクの油口として繁栄していたとあり、注
意されたが、数片の冑磁片が得られているのみで、直接関辿を説明しうる資料はみられなかっ
た。また得られた近批陶磁器に属する集落辿棉そのものも今回のトレンチで確懃するまでには
いたらなかった。今後の近隣地域の調査に期待される。

次に、 j↓製品、石器、土器などについてみると、これらは主として先史時代に所属するもの
であるが、貝製品、石器については、近代に属する食料も枇在している可能性がある。

貝製品は、実用品の二枚貝有孔製品を主としている。貝種別にはリュウキュウザルボウ、メ
ンガイが多く、他に佃かにシャコガイ、ザルガイなどが出土している。全体に小型の貝種が選
択されている。また貝錘としてタカラガイ製品が得られているが、これについては近年までの
研究成呆にもとずくと近枇代のものの壺然性が商い。ま た注目されるものとして他か一点であ
るが、ヤコウガイ製品が出土した。類似賓料として恩納村熱田只塚、今帰仁渡喜仁浜原逍跡に
もとめることができる。

石猫は、凹石 (82%)、叩き石 (4%)、射り石 (6%)、砥石 (2%)、石錘 (6%)などが
あり、圧倒的に敲打の機能を有する石悩類が主体を示し、石斧類については未発見であった。
磨り石では、砲美地域から一1りに分布する大形のカネク石もみられた。また、 球体の大盟の石
錘については、その形態、加工からみると、近批に,,応するものと考えられる。

土器は、総破片数2,370点余り得られ、人工品では圧倒的出土批を示すものであった。口縁

部の査料から甕型45%、盛型10%、鉢型8%、皿型 1%、（不明36%) の4器稲が認められ、
甕型器形が主になっている。

甕の器形は、口縁が外返し、底部は一様にくぴれた平底になるものが一般的である。そのロ
緑が外返の程炭と胴体の張りで三狐類に細分された。鉢型に分類した中には、器面の仕上げが
祉い、いわゆる粒隆幣文土器が含まれている。破片が小さく祉的にも倣かであるが、得られた
底径資料から尖底になるものと推測される。 JJll型と分類した資料は、破片査料で二例であった。
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虚型は、口縁部が外返するのが抒通であるが頻部との取り 合いが明確ではなく、 全体の形状の

復元が出来なかった。今後の追加賽料で検討したい。

その他、特徴的な要索をあげると、有段口縁部はカヤウチパンタ式に類似したタイプと、そ

の段部が撫で沿されたタイプ、段差が沈線で表現された様になるタイプの三稲類があった。祉

的にはいずれも微祉であり、変遷や時期を示すものか明らかでない。

山形口縁部これも低かで、 山がに二つと一つのものがあり、それらが肥厚するものと、しな

いものが認められる。

有文土器は、総数19点と これも微址である。その独類は箆描きの沈線文、凸帯文、刺突文が

みられた。また特記されるものとしては外耳土器が一例得られている。 小形の横耳になるもの

で、古い時期にみられる要素を残すものであろうか。

底部は、尖底 (4%)、平底（非＜ぴれ、 2%)、くぴれ平底 (94%) と三植類に分けられる。

的に圧倒的にくぴれ平底を主体とし、当該辿跡の土器の特徴の一つである。＜ぴれ平底は、

A-Gの七樵に細分を試みた。その中でFとした内底匝と檄器がほぼ同様に薄く 、内底面が広

く整形されたタイプが多く得られる傾向がみられた。 A~G類には造りが稚拙なタイプから均

整のとれ丁寧な造りのタイプまで細分したが1凶位的な関係はつかめていない。

当貝塚の土器の色閻は、橙褐色を呈したものが一般的で、その手触り細かい粉末がつくもの

が多い。器而の仕上げでは、凹凸をなすものは約 5%で、盤遮の一定したものが95%になる。

器槌の原さ 5-6mmをなすもの約39%、4-5mmのものが30%と続いている。

器而の調整は、 口縁部では明確ではないが、底部抒料では刷毛目が全体の35%認められ、残

る73%は指撫で整形がなされていた。

以上、これら土僻の器形、器面の状況な どは、高宮廣術氏編年の後期の前里式土器に似たも

のがみられる。文様要索、底部器形（＜びれ平底）については、具志原只塚に類似が認められ、

また底径の小さい底部賓料、有段11縁査料、 山形口縁、外耳土器、粗隆梢文土器（阿波辿浦貝

塚）の存在などは、全体に後期の古式の辿跡に似向的に多くみられる。また一方、本辿跡と同

じ西海岸にある後期輯年の後半に位置する熱Ill貝塚では、 jiijじくぴれ平底を主体に検出され注

意される。ただ、尖底は出土していない点、その他上記の土器要索や、 二枚具の只植が異なる

点からすると、少なくとも本貝塚の方が先行すると考えられるが、現在後期の詳細な位位づけ

について整理検討中で、結論を述べるまでには今報告にまにあわすことができなかった。検討

の終了しだい別紙で報告をしたい。

自然逍物の貝塚では、マガキガイが圧倒的に多く得られ、ほかにチョウセンサザエ、サラサ

パテイなどがつづいている。潮間帯水深20mの珊瑚礁で生息するもので、採集活動の場の斑境

を考慇されるが、いずれにしても大型の貝殻は極めて少ない特徴が上げられる。 介椎動物迫

体では、 魚類ではハ リセン ボン科が多数を占めていたことは注目され、またウミガメ類の辿髄

も多かった。陸獣ではイヌがみられる。ほぼ完全形に近い頭盗骨が得 られ、具志川村宇咆艮塚
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に次ぐもので:!.1t廊な収穫であった。

固形樹脂は、分析結栄では、渡喜仁浜原辿跡出土のそれよりは、本貝塚のものが新しいこと
が判明した。その事実は、樹脂の採集時期と辿跡の存続期間との関係も留意されるが、土器の
新旧にそのまま反映している可能性も考えられ有力な時期変遥の検討の祝点になるものと思わ
れる。
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図版21 有孔二枚貝製品 シャコガイ57~61
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図版20 有孔二枚貝製品 メンガイ47~52 シャコガイ53~56
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~2 

図版19 有孔二枚貝製品 メンガイ32~46
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図版18 有孔二枚貝製品 リュウキュウザルポウ19~31
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図版17 有孔二枚貝製品 リュウキュウザルガイ1~9 リュウキュウザルポウ10~18
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72 

図版16 無釉陶器
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63 
61 

図版15 無釉陶器61~65、69、68 施釉陶器70 煙管66、67
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図版14無釉陶器
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40 

41 

42 

図版13 旋釉陶器c類40~47 黒褐釉陶器48
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30 

図版12 施釉陶器c類29、31~39 唐津焼30
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24 

図版11施釉陶器c類22~28
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図版10 施釉陶器a類9~14 b類15~21
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= 
図版9 膏磁1染付2~8
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図版8 旧道縁石
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図版7調査トレンチ状況

上 ：旧道縁石の状況

下：道路側盟面



図版6 調査 トレンチ 上：道路側堡面下：旧道縁石
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図版4 調査 トレンチ状況
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図版3 久良波貝塚 上：国道（左）と県道（右） 下：鯛査地区
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図版2 久良波貝塚近景

上：県道6号線と海庫のレストラン等

下：県道沿の調査トレンチ



一

図版1 久良波貝塚遠景上 ：久良波の海岸 下 ：左側は国道、右側が県道
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図版
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図版22 ヤコウガイ製品62 タカラガイ製品63~73 貝匙74
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図版23 具匙 （メンガイ）

-ISO-



図版24 ホラガイ系有孔品
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図版25 上：貝輪コホウラ製品86 オオベッコウガサガイ製品87
下 ：Rosin (固形樹脂）88 
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図版26 叩き石1、3砥石2 凹石a類4、5
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図版27l!!l石類a?、9b類6、8、10、11、12
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図版28 l!!l石C類13~19
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図版29 凹石d類20~23
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図版30 凹石d類24~28
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図版31 凹石d類29~34
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図版32 l!!l石e類35~40
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図版33 凹石f類41~43
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図版34 凹石f類44、45 石錘46
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図版35 磨石47、48
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図版36 磨り石49石錘50、51
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図版37 甕形土器a類1~4 b類5~7 C類8、9
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図版38 甕形土器10~20 鉢形土器21
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図版40 有段口縁部31~33、34~37、40 山形口縁部38、39、41~46
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図版41 有文土器 口縁部47~50、58、59 胴部51~57、60~63
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図版42 壺形土器
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図版43 底部
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図版44 底部
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番炒 科 名 貝 名

l ニシキ ウズガイ科 サラサバティ

2 ，' ギンタカハマ

3 ，' ニシキ ウズガイ

4 ,, オキナワイシダタミ

5 ,, ヒメクボガイ

6 リュウテンサザ工科 チョウセンサザ.1.

6' ,, チョウセンサザ.r.のフタ

7 ,, カンギク

8 ,, ヤコウガイ

8' ，' ヤコウガイのフタ

9 ,, オオウラウズガイ

10 アマオプネガイ科 アマオプネガイ

11 ,, ニシキアマオプネ

12 ムカデガイ科 ヘピガイ

13 ウミ ニナ科 キバウ ミニナ

14 オニノツノガイ科 オニノツノガイ

15 ,, クワノミカニモリガイ

16 ,, オオシマカニ七リガイ

17 ソデガイ科 マガキガイ

18 ,, クモガイ

19 ,, クモガイ（幼）

20 ケ イボソ デガイ

21 ,, イボソデガイ（幼）

22 ,, スイジガイ

23 ’’ ムカシタモ トガイ

2/4 ,, ネジマガキガイ
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図版47 巻貝
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番号 科 名 貝 名

25 ソデガイ科 ラクダガイ

26 ,, マイノ ソデ

27 ,, ゴホウラ

28 ，， ゴホウラ（幼）
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図版48 巻貝
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1J1: 片 科 名 只 名

29 ソデガイ科 ウラスジマイノソデガイ

30 ，' オハグロガイ

31 タマガイ科 ヘソアキトミガイ

32 タカラガイ科 ホシダカラガイ

33 ~ ハナマルユキガイ

34 ~ ホソヤクジマタカラガイ

35 ，' ハナピラクカラガイ

36 ,, ヤク ジマタカラガイ

37 ‘‘ コモンタカラガイ

38 ~ ハチジ '1•'; ダカラガイ

39 ，' ヤナギシポリタカラガイ

40 ,, ナツメガイモドキ

41 ウミ ウサギガイ科 ウミウサギ

42 フジッガイ 科 ホラガイ

43 ，，， シオポラ

~4 ,, フジッガイ

45 ，，， サッマボラ

46 オキ ニシ科 オキニシ

i¥7 ャッシロガイ科 ヒナズルガイ

48 ,, スクミウズラガイ

49 ,, イワカワトキワガイ

50 ，' ウズラガイ

51 アクキガイ科 ツノレイシガイ

52 ,, シラクモガイ

53 ,, アカイガレイ シ

51 ,, ホソスジテッポラ

55 ,, ガンゼキポラ

56 ~ ハナワレイシガイ

57 ,., センジュモドキ

58 エゾパイ 科 シマペッコウパイ

59 オリイレヨウバイ科 ヒメヨウバイ

- 178-



図版49 巻貝
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番号 科 名 貝 名

60 イトマキポラ科 リュウキュウッノマタガイ

61 ,, イトマキボラ

62 ,, チトセポラ

63 (,, ナガイ トマキポラ

64 ，，， ヒメイ トマキポラ

65 オニコプシ ガイ 科 オニコプシ

66 It コオニコプシ

67 イモガイ科 アンポンクロザメガイ

68 ，' ヤナギシポリイモガイ

69 ,., ヤナギシポリイモガイ（幼）

70 ,, クロ ミナシガイ

71 ,,. マダライモガイ

72 ~ イポシマ イモガイ

73 -r, ミカドミナシガイ

74 ,, アジロイモガイ

75 ,, ニシキミ ナシガイ

76 It キヌカツギイモガイ

77 ，， クロザメモドキ

78 ~ ヤキイモガイ

79 ，，， オトメイモガイ

80 ~ ゴマフイモガイ

8] ，， カパ ミナシガイ

82 ，， コモンイモガイ

83 ,, ヤセイモガイ

8'1 ナツメガイ科 ナツメガイ



図版50 巻貝
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番け 科 名 且 名

1 フネガイ科 リュウキュウザルポウ

2 ，' エガイ

3 ,, ベニエガイ

4 リュウキュウマスオガイ科 リュウキュウマスオガイ

5 ,, マスオガイ

6 ウグイスガイ科 クロチ」ウ ガイ

7 ,, ミド リアオ リガイ

8 ウミギクガイ科 メンガイ， イタポガキガイ科 ノコギリガキ

10 シャコガイ科 シラ ナ ミガイ

ll ,, シャゴウ

12 ,, ヒレジャコガイ
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図版51 二枚貝
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番号 科 名 貝 名

13 シャコガイ科 ヒメジャコガイ

14 マルスダレガイ科 アラスジケマンガイ

15 ,, ホソス ジイナ ミガイ

16 ,, ヌノメガイ

17 ，， アラスノメガイ

18 ,, チョウ七ンハマグリ

19 ，， マルオミナ上シ

20 ,, ユウブ）ゲハマグリ

21 ニッコウガイ 科 リュウキュウシラトリガイ

22 ，，， 七チット•tf ウガイ

23 ,, サメザラガイ

24 ,., ヒメニッコウガイ

25 カプラッキガイ科 ツキガイ

26 チドリマスオガイ科 イソハマグリ

27 ッタノハガイ科 ペッコ ウガサガイ

28 ザルガイ 科 カワラガイ

29 ，， リュウキュウザルガイ

30 バカガイ 科 リュウキュウバカガイ

31 シジミガイ科 シレナシジミガイ

32 キクザルガイ科 ケイトウガイ

33 トマヤガイ科 クロフトマヤガイ

陸産マイマイ

1 ヤマタニシ科 オキナワ ヤマタニシ

2 オナ ジマイマ イ科 オキナワウスカワマイマイ

3 ナンバンマイマイ科 シュ リマイ マイ

4 オナジマイマイ科 パンダナマ イマイ
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図版52 二枚貝13~33 陸産マイマイ1~4
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魚類

l ナンヨウプダイ 前」：：:Jsl骨・R A□ J~,;: 50~ 70cm 

2 ,, ，，， R ABU層30~40cm

3 ,, ，，， R ABU府30~40crn

'1 ,, 歯 'l'l・L AB il IV!10~20cm 

5 l1 下咽頗骨 A 11 ~Vi50~ 70cm 
6 プダイ 科 1iff 1::Jn1'l・R C II ~;,,; 30~40cm 

7 ,, ,., R C a ~;,; 40~ 50cm 
8 ,, 歯 ・l'l'L AO M20~30cm ， ，，， ，，， L A D~;Ii 50~ 70cm 

10 1ヽ マフエフキダイ nH 1-.~n骨 R A□I杓50~70crn

11 ，, ，，， L C CT kYi O ~10cm 

12 フエフキダイ 歯 •l'l·L A LI foti20~30cm 

13 ペラ科 ド咽頭骨・ A [I /i(i10~20cm 

14 ,, ,, A II 1-?.i o ~10cm 

15 ハリセンポン科 前上り［じf]- A n IM 20~ 30cm 

16 ,,. 
ケ AB II思30~40crn

17 ，，， ,, AB ll 1¾20- 30cm 
18 ，，， ，， A□ 附10~20cm

19 ,, 歯 ,"IJ '・ A O kv/20~30cm 

20 ‘‘ 
,, C II ll"i30~it0cm 

21 ，' 
,, A I] ~;•120~ 30cm 

22 ~ ~ A [IトMl0~20cm
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図版53 魚類
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海ガメ類

1 前．怜ロ・l'l'L A 8 ll~40- 50cm 

2 ’’ R A 11 ~30-40cm 

3 I: 腕骨・R AB a ~"'1 40~50cm 
it ，， R A 11~130~ 40cm 

5 ,, L A II M20~30cm 

6 ,, し AB II k•140~ S0cm 
7 庇 ,,I,J ,. AO J.;lil0~20cm 

8 T1i'l'l・ 板 C n /¥'120~30cm ， 助骨板し A 2 !l'i40~50cm 

10 緑l'J'板）ヤ AB O /M20~30cm 

II 中 ll~ 板 R C 2 l11i40~50cm 

12 指 •l'l· A [J l1110~20cm 

1 :{ ,, A Il Ml0~20cm 
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図版54 海ガメ類

-189-



犬

頭蓋廿 Aトレ ンチ Il40~50crn 
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．`． 

笠•四】

゜
5cm 

図版55 犬上：上面、中 ：側面、下： 裏面

-191-



イノシシ1~15 ジュコン1~ 5 
イノシシ
1 犬 歯 L AB n 1,;,110~20cm 

2 ，， L A II ~'130~ 40cm 
ト十 t-1-

3 ,~ りtl•l' l· L(Mり D 11 M80~90cm 

4 f:JJl・l'J-(t) R(l, I2 C) AB O li1'10~50cin 
L (r』 l、 C) 

!・ I I 

5 下りJt-fl・(t)し(p2 P、,) A 1J ~130~ 40cm 
I 卜 1--I 

G ドりM'J' R(P、1 M, M2) Ca Mo ~20cm 

7 罪 P・rl-L近位：・:11 en卜MO~lOIR道{Iii]

8 ,, R ，， C II M30~40cm ， ,., R ，' A 8 Tl 1,1 0 ~ lOcm 

10 燒 ・l'J-L近位端 C□ ffo130~10cm 

11 ,, R述位部（幼1本） E Il lf?l0~20cm 

12 尺 ~1- L・l'l'f本 ABllMO~lOcm 

13 」:II褪l'i・R近位部(ep欠） AB II M30~40cm 

H ,, L ,, （ ，，，） A U /i'i20~30cm ,~ ,, L ,, (-1-) A 11 M50~70crn 
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図版56 イノシシ 1~15 ジュゴン1~ 5 
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